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沿       革 
 

昭和46年７月21日 宮城県知事から広域市町村圏の指定受ける。 

８月２日 気仙沼・本吉地域広域行政事務組合設立。 

昭和47年４月１日 気仙沼・本吉地域広域行政事務組合消防本部発足。 

〃    初代消防長に加藤留七氏就任。 

〃    

 

広域消防職員として前気仙沼市消防本部職員55人を任用、18人新規採用。(消防職

員定数155人) 

４月10日 宮城県より危険物規制事務を引き継ぐ。 

４月15日 消防常備化市町村の指定（郡内５町）を受ける。 

８月４日 消防職員16人を採用。 

12月１日 広域消防の業務開始。（１本部、２消防署、１分署、４出張所） 

12月４日 消防職員15人を採用。 

12月20日 志津川消防署庁舎落成。 

12月25日 志津川消防署津山出張所庁舎落成。 

昭和48年１月７日 気仙沼消防署本吉分署庁舎落成。 

１月18日 志津川消防署歌津出張所庁舎落成。 

１月24日 広域消防間の相互応援協定締結。（石巻、塩釜、登米、大崎の各広域消防本部） 

１月25日 気仙沼消防署唐桑出張所庁舎落成。 

１月30日 管内各消防無線固定局開局。 

１月31日 広域消防開庁祝賀会。 

３月15日 気仙沼消防署に救急自動車１台配置。 

３月23日 広域消防間の相互応援協定締結。（岩手県両磐地区、陸前高田市の各消防本部） 

３月25日 ㈶日本自動車工業会から救急自動車の寄贈を受け、気仙沼消防署に配置。 

４月２日 消防職員21人を採用。 

４月18日 消防本部消防次長（故）熊谷孝喜氏 正七位勲六等単光旭日章に叙される。 

４月24日 気仙沼本吉地区危険物安全協会結成。 

６月20日 救急業務市町村の指定（郡内５町）を受ける。 

７月19日 干害対策本部を設置。 

８月２日 消防職員14人を採用。 

８月23日 志津川消防署に消防ポンプ自動車１台を配置。 

10月１日 気仙沼海上保安署と業務協定締結。 

昭和49年３月２日 消防職員（船舶職員）３人を採用。 

３月31日 気仙沼消防署「望楼」勤務を廃止。（昭和12年建設、昭和60年撤去） 

４月４日 消防職員10人を採用。 

４月16日 気仙沼消防署臨港出張所落成。 

４月16日 消防艇「あさぎり」配置。 

７月30日 第１回消防職員技術大会実施。（以後毎年実施） 

12月５日 志津川町防火管理者協会結成。 

昭和50年３月14日 気仙沼市で市民消防学校を開催。 
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昭和50年６月２日 消防職員１人を採用。 

６月10日 昭和50年度宮城県総合防災訓練を気仙沼市内の脇地区において実施。 

７月１日 消防職員１人を採用。 

９月11日 ㈶日本損害保険協会から消防ポンプ自動車の寄贈を受け、気仙沼消防署に配置。 

10月１日 第２代消防長に村上栄氏就任。 

11月13日 「第８なか丸」歌津沖で転覆事故。気仙沼港に曳航、人命捜索救助活動を行う。 

昭和51年３月23日 志津川町で町民消防学校を開催。 

６月８日 消防本部庁舎増築落成。 

８月20日 本吉町防火管理者協会結成。 

12月２日 気仙沼市大島地区に駐在員２人を派遣。 

12月10日 本吉町で町民消防学校を開催。 

12月18日 唐桑町で町民消防学校を開催。 

昭和52年２月１日 消防音楽隊を結成。（隊員25人） 

３月11日 歌津町で町民消防学校を開催。 

３月19日 津山町で町民消防学校を開催。 

３月30日 気仙沼信用金庫から救助工作車の寄贈を受け、気仙沼消防署に配置。 

４月11日 津山町防火管理者協会結成。 

10月28日 気仙沼消防署と志津川消防署に作業車を更新配置。 

11月２日 気仙沼消防署に指令車を更新配置。 

11月12日 唐桑町防火管理者協会結成。 

11月19日 気仙沼市大島地区で市民消防学校を開催。 

昭和53年４月１日 消防職員３人を採用。 

４月３日 消防本部と志津川消防署の消防救急通信指令装置が完成。 

４月26日 第１回消防職員意見発表東北大会(青森市)において菅野優消防士優秀賞を受賞。 

６月12日 宮城県沖地震。 

７月27日 第７回全国消防救助技術大会（千葉市）において水中検索の部に高崎秀敏消防士出

場。 

12月１日 広域行政事務組合が理事制に移行。 

昭和54年３月20日 

 

本吉町で同時大規模林野火災発生。（12ha・５ha） 

管内消防団、登米広域消防本部及び両磐広域消防本部の応援を受ける。 

４月６日 気仙沼消防署大島出張所庁舎落成。 

４月20日 消防本部指令車を更新配置。 

４月26日 昭和54年宮城県林野火災防ぎょ訓練を歌津町田束山において実施。 

６月16日 唐桑町で少年消防クラブ結成。 

12月13日 気仙沼・本吉地域広域行政事務組合職員互助会発足。 

12月25日 ㈲気仙沼モータースから人員搬送車の寄贈を受け、消防本部に配置。 

12月26日 気仙沼消防署に消防ポンプ自動車を更新配置。 

〃   気仙沼消防署に屈折梯子車を配置。 

昭和55年５月29日 第３回全国消防職員意見発表大会（東京都）において錦部照夫消防士長最優秀賞を

受賞。 
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昭和55年６月１日 志津川町、歌津町及び津山町の消防職員待機宿舎完成。 

６月10日 消防本部に査察車を更新配置。 

８月28日 ㈶日本船舶振興会から救急自動車の寄贈を受け、気仙沼消防署に配置。 

９月１日 昭和55年度宮城県総合防災訓練を気仙沼市館山地区で実施。 

９月18日 気仙沼消防署唐桑出張所、志津川消防署歌津出張所及び津山出張所に防火広報車を

配置。 

10月１日 第３代消防長に畠山誠氏就任。 

11月21日 歌津町防火管理者協会設立。 

12月19日 気仙沼消防署南出張所に消防ポンプ自動車を更新配置。 

12月27日 宮城県知事から空中消火用資機材の保管を委託され、志津川消防署で管理。 

昭和56年１月10日 ㈶日本船舶振興会から防火広報車の寄贈を受け、消防本部に配置。 

４月１日 消防職員４人を採用。 

６月４日 歌津町で幼年消防クラブ結成。 

８月11日 気仙沼本吉地区婦人防火クラブ連合会結成。（１市５町） 

11月30日 気仙沼消防署本吉分署に査察車、志津川消防署に指令車を更新配置。 

12月14日 ㈳日本損害保険協会から救急自動車の寄贈を受け、志津川消防署津山出張所に配置。

昭和57年２月25日 唐桑町の消防職員待機宿舎完成。 

３月17日 気仙沼消防署本吉分署に救急自動車を更新配置。 

３月19日 気仙沼消防署に消防ポンプ自動車を配置。 

４月１日 第４代消防長に川合昭伍氏就任。 

〃   消防職員３人を採用。 

４月11日 気仙沼市魚市場に係留中の「第11豊洋号」（プンヤン号）においてアンモニアガス

噴出事故発生。死者８人、負傷者６人。 

６月10日 気仙沼市で幼年消防クラブ結成。 

７月12日 津山町で幼年消防クラブ結成。 

７月30日 第25回宮城県消防操法大会を気仙沼市で開催。 

   〃   昭和57年４月11日に発生した、「第11豊洋号」アンモニア噴出事故で救助活動に

従事した職員及び団体の功績に対し、宮城県知事から「顕彰状」が授与された。 

団体 気仙沼・本吉地域広域行政事務組合消防本部 

個人 菊田國夫消防司令補、佐藤誠悦消防士、芳賀保宏消防士、森浩一消防士 

７月30日 同じく上記事由により職員及び団体に対し㈶日本消防協会長から「現場功労章」が

授与された。 

８月24日 同じく上記事由により職員及び団体に対し㈶宮城県消防協会長から「功労章」が授

与された。 

〃   ㈶日本消防協会から緊急用ろ水器が寄贈され、気仙沼消防署と志津川消防署に配置。

９月１日 昭和57年４月11日に発生した、「第11豊洋号」アンモニア噴出事故で救助活動に

従事した職員及び団体の功績に対し、消防庁長官から「功績章」が授与された。 

団体 気仙沼・本吉地域広域行政事務組合消防本部 

個人 菊田國夫消防司令補、佐藤誠悦消防士、芳賀保宏消防士、森浩一消防士 

９月９日 「救急の日」制定。 

12月１日 気仙沼消防署に照明電源車を配置。 

 

ー　3　－



昭和58年１月30日 志津川消防署に救急自動車を更新配置。 

３月９日 志津川町で幼年消防クラブ結成。 

３月30日 本吉町の消防職員待機宿舎落成。 

６月２日 第６回全国消防職員意見発表大会(京都府)において芳賀保宏消防士優秀賞を受賞。

８月11日 初代消防長（故）加藤留七氏 従六位勲五等瑞宝章に叙される。 

９月１日 昭和57年４月11日に発生した、「第11豊洋号」アンモニア噴出事故に係る救助活

動の功労により、広域消防本部に対し内閣総理大臣から昭和58年度「防災功労章」

が授与された。 

昭和59年３月16日 宮城県知事から「林野火災特別地域」の指定を受ける。 

４月１日 消防職員３人を採用。 

７月10日 宮城県防災気仙沼消防無線局を開局。 

７月20日 本吉町で少年消防クラブ結成。 

11月８日 元消防職員 菅野孝一氏 勲六等瑞宝章に叙される。 

12月４日 本吉町で幼年消防クラブ結成。 

昭和60年２月８日 志津川消防署に水槽付消防ポンプ自動車を配置。 

２月15日 異常気象（厳冬による消防水利確保困難）のため「火災警報」を発令。 

３月12日 気仙沼消防署本吉分署に水槽付消防ポンプ自動車を配置。 

４月１日 消防職員３人を採用。 

６月１日 宮城県防災気仙沼消防無線局にファクシミリ開通。 

８月１日 消防衛生管理規程を制定。 

８月19日 異常渇水のため消防対策本部を設置。（９月２日まで継続） 

８月23日 第14回全国消防救助技術大会（広島市）において伊藤大志消防士ロープ登はんの部

で入賞。 

８月26日 ㈶日本損害保険協会から化学消防ポンプ自動車の寄贈を受け、気仙沼消防署に配置。

10月８日 第32回全国消防長会警防委員会を気仙沼市で開催。 

11月25日 産業医（猪苗代勇医師）を嘱託。 

11月27日 第１回「火災予防キャンペーン」実施。（以後毎年実施） 

12月18日 国道45号線安波山トンネル開通に伴う関係機関合同総合訓練。（以後隔年実施） 

昭和61年１月６日 消防出初式に「梯子乗り」登場。 

３月８日 「消防表彰式」を創設。（以後毎年実施） 

３月10日 ㈶日本自動車工業会から救急自動車の寄贈を受け、気仙沼消防署に配置。 

３月27日 志津川消防署歌津出張所、津山出張所に消防ポンプ自動車を更新配置。 

４月１日 消防職員２人を採用。 

８月５日 台風10号くずれの低気圧により宮城県全域で大雨洪水による被害多発。 

10月16日 気仙沼市で「幼年消防フェアー」を開催。 

11月27日 気仙沼消防署唐桑出張所、志津川消防署歌津出張所に広報車を更新配置。 

〃   広域組合消防計画書を策定。 

昭和62年３月18日 気仙沼消防署に指令車更新配置。 

３月26日 「火災警報」を発令。 

５月15日 異常渇水のため消防対策本部を設置。 

５月28日 第10回全国消防職員意見発表大会（横浜市）において佐藤武敏消防士長入賞。 
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昭和62年８月１日 広域組合消防安全管理規程を制定。 

８月12日 志津川町で第30回宮城県消防操法大会を開催。 

９月１日 ㈶日本船舶振興会から救急自動車の寄贈を受け、気仙沼消防署に配置。 

10月23日 気仙沼消防署、志津川消防署に作業車を更新配置。 

11月９日 「１１９番の日」制定。 

11月17日 ㈱アーバンから防災指揮車の寄贈を受け、消防本部に配置。 

12月19日 危険物安全協会創立30周年記念式典の開催。 

昭和63年４月１日 東京消防庁への研修派遣制度導入。（計８人研修） 

６月４日 気仙沼市で少年消防クラブ結成。 

８月19日 第17回全国消防救助技術大会（横浜市）において伊藤大志消防士ロープブリッジ渡

過の部で入賞。 

10月７日 志津川消防署津山出張所に広報車を更新配置。 

平成元年１月29日 ４週６休実施。 

２月21日 宮城県共済農業協同組合連合会から救急自動車の寄贈を受け、気仙沼消防署に配置。

４月１日 消防職員高齢化対策で職員2人を気仙沼市へ研修派遣。 

４月18日 平成元年度宮城県林野火災防ぎょ訓練を気仙沼市太田放牧地において実施。 

８月８日 ㈲気仙沼モータースへの車両整備技術取得研修派遣制度導入。（８名研修） 

12月25日 唐桑町で幼年消防クラブ結成。 

平成２年２月21日 広域組合の休日を定める条例を制定。 

３月29日 消防訓練塔落成。 

３月31日 消防職員高齢化対策で気仙沼市へ研修派遣中の職員２人退職。 

（４月１日付で気仙沼市へ身分移管） 

４月１日 消防職員３人を採用。 

〃   消防職員高齢化対策で職員１人を気仙沼市へ研修派遣。 

４月26日 第13回全国消防長会東北支部意見発表大会（新潟市）において森淳一消防士長優秀

賞を受賞。 

５月17日 第41回全国消防長会警防委員会を気仙沼市で開催。 

６月３日 元消防署長（故）佐藤継雄氏 従六位勲五等瑞宝章に叙される。 

７月６日 第15回宮城県消防救助技術指導会を気仙沼市で開催。 

７月19日 元消防職員（故）小山光雄氏 従七位勲六等瑞宝章に叙される。 

８月24日 第19回全国消防救助技術大会（広島市）において志津川消防署隊ロープブリッジ救

出の部で入賞。 

９月１日 ９．１宮城県総合防災訓練を志津川町で開催。 

平成３年２月25日 消防本部に人員輸送車配置。 

〃   人員輸送車運行管理要綱制定。 

３月31日 消防職員高齢化対策で気仙沼市へ研修派遣中の職員１人退職。 

（４月１日付で気仙沼市へ身分移管） 

４月１日 第５代消防長に若杉市郎氏就任。 

〃   消防職員２人を採用。 

〃   消防職員高齢化対策で唐桑町・本吉町・津山町へ職員各１人研修派遣。 

〃   ㈶日本消防協会へ１人を研修派遣。 
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平成３年８月28日 

 

第20回全国消防救助技術大会（大阪府）において伊藤大志消防士ロープブリッジ渡

過の部で入賞。 

９月９日 カメイ㈱から広報車の寄贈を受け、消防本部に配置。 

10月１日 消防職員高齢化対策で職員１人を広域組合に研修派遣。 

〃   宮城県防災ヘリコプター航空隊に職員１名派遣。 

12月９日 気仙沼消防署・本吉分署・志津川消防署・津山出張所に救急応急処置範囲の拡大に

伴う９点セットを配置。 

平成４年３月21日 岩手県東磐井郡室根村地内の大川にタンクローリー仰転、重油流出により「大川油

流出事故対策本部」を設置、消防職・団員及び自衛隊（第22普通科連隊）が災害復

旧活動に従事。（４月14日対策本部解散） 

３月31日 志津川消防署、気仙沼消防署本吉分署に指令車と査察車を更新配置。 

〃   消防職員高齢化対策で、広域組合・唐桑町・本吉町・津山町へ研修派遣の職員４人

退職。（４月１日付で研修派遣先へ身分移管） 

４月１日 消防職員４人を採用。 

〃   消防職員高齢化対策で職員１人志津川町へ研修派遣。 

〃   宮城県広域航空消防応援協定締結。 

５月１日 「大川油流出事故」災害復旧活動の功績により気仙沼市長から広域消防本部に「感

謝状」が授与された。 

８月28日 第21回全国消防救助技術大会（千葉市）において伊藤大志消防士ロープブリッジ渡

過の部で入賞。 

９月４日 ㈶日本防火協会より防火広報車の寄贈を受け、消防本部に配置。 

10月21日 第８回全国婦人消防操法大会（横浜市）において津山町婦人消防隊が準優勝。 

10月30日 「広域組合設立・広域消防発足20周年記念式典」を開催。浅野大三郎消防庁長官が

記念講演。 

平成５年２月１日 ４週８休実施。 

２月８日 気仙沼三菱自動車販売㈱より連絡広報車の寄贈を受け、気仙沼消防署大島出張所に

配置。 

３月31日 消防職員高齢化対策で志津川町へ研修派遣の職員１人退職。 

（４月１日付で志津川町へ身分移管） 

４月１日 消防職員１人を採用。 

〃   消防職員定数を187人に改正。 

４月18日 津山町で大規模林野火災発生（10ha焼失）管内消防団の応援を受ける。 

10月26日 消防本部・気仙沼消防署・広域防災センター新庁舎落成。 

平成６年１月31日 気仙沼消防署南出張所廃止。 

２月１日 消防本部・気仙沼消防署新庁舎で業務開始。 

〃   消防緊急通信指令施設開通式（１１９番統合）。 

〃   気仙沼・本吉広域防災センター条例施行。 

〃   気仙沼・本吉広域防災センター職員辞令交付（全員併任発令）。 

〃   気仙沼消防署南町出張所設置（臨港出張所併合）職員８人配置。 

２月28日 消防緊急通信指令施設（Ⅱ型）完成。 

３月23日 気仙沼消防署に高規格救急自動車配置。 
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平成６年３月29日 消防本部・気仙沼消防署・広域防災センター新庁舎落成式。 

４月１日 消防職員７人を採用。 

〃   「気仙沼・本吉広域防災センター」オープン。 

５月25日 救急救命士国家試験（１人）合格。 

８月12日 異常渇水による消防対策本部設置（８月22日まで）。 

９月30日 ㈶日本損害保険協会から救助工作車の寄贈を受け、気仙沼消防署に配置。 

10月27日 第50回全国消防長会警防委員会を気仙沼市で開催。 

11月13日 広域防災センター入館者10,000人達成。 

平成７年３月20日 気仙沼消防署南町出張所に消防ポンプ自動車を更新配置。 

４月１日 消防本部に通信指令室を設け通信情報係・通信管理係を置き、消防署に救急係・救

助係を配置し、分署に警防係・予防係を配置。 

４月１日 消防職員８人採用。 

４月25日 救急救命士国家試験（２人）合格。 

５月９日 旅客船「くろさき」岸壁衝突事故。負傷者149人。 

７月14日 広域防災センター入館者20,000人達成。 

８月５日 警防課長（故）伊藤哲夫氏 正七位勲六等単光旭日章に叙される。 

８月22日 当消防本部が緊急援助隊救急部隊に登録される。 

８月25日 第24回全国消防救助技術大会（北九州市）において、志津川消防署引揚救助の部で

入賞。 

11月２日 救急救命士国家試験（１人）合格。 

11月10日 第２代消防長（故）村上栄氏 従六位勲六等単光旭日章に叙される。 

12月１日 宮城県共済農業協同組合連合会から救急自動車の寄贈を受け、歌津出張所に配置。

12月15日 気仙沼消防署大島出張所に消防ポンプ自動車を更新配置。 

平成８年４月１日 第６代消防長に熊谷昭一氏就任。 

〃   消防職員７人採用。 

４月９日 元消防職員（故）宮井義郎氏 正七位勲六等瑞宝章に叙される。 

４月25日 救急救命士国家試験（１人）合格。 

５月26日 広域防災センター入館者30,000人達成。 

10月11日 消防職員委員会規則公布。 

11月13日 救急救命士国家試験（１人）合格。 

12月11日 第１回消防職員委員会開催。（以後毎年開催） 

12月19日 第１回緊急消防援助隊北海道・東北ブロック合同訓練に参加。（於 仙台市 20日ま

で） 

平成９年１月８日 志津川消防署に災害対応特殊救急自動車配置。 

２月３日 気仙沼消防署待機宿舎移転落成。 

２月16日 広域防災センター入館者40,000人達成。 

２月28日 気仙沼消防署臨港出張所廃止。 

４月１日 第７代消防長に藤原博氏就任。 

〃   消防職員６人採用。 

〃   給与振込開始。 

４月24日 救急救命士国家試験（１人）合格。 
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平成９年７月25日 志津川消防署歌津出張所の広報車を更新、多機能型広報車を配置。 

９月27日 元気仙沼消防署副署長（故）吉田謙一氏 従七位勲六等瑞宝章を叙される。 

10月24日 救急救命士国家試験（１人）合格。 

平成10年２月8日 広域防災センター入館者50,000人達成。 

３月１日 自動車電話・携帯電話１１９番受付業務を開始。 

３月16日 気仙沼消防署に小型動力ポンプ付水槽車を配置。 

４月１日 消防職員６人採用。 

４月17日 救急救命士国家試験（１人）合格。 

６月15日 志津川消防署津山出張所に多機能型消防広報車配置。 

９月18日 志津川消防署歌津出張所庁舎建設設計業務及び地質調査業務委託入札。 

10月30日 救急救命士国家試験（１人）合格。 

12月７日 広域防災センター入館者60,000人達成。 

12月22日 気仙沼消防署大島出張所に救急自動車（２Ｂ型）配置。 

平成11年１月25日 気仙沼消防署に消防ポンプ自動車（ＣＤ－Ⅱ型）配置。 

４月１日 消防職員５人採用。 

〃   消防職員定数を197人に改正。 

４月29日 第３代消防長畠山誠氏 勲五等瑞宝章に叙される。 

５月13日 第59回全国消防長会警防委員会を気仙沼市で開催。 

９月30日 水難救助用資機材を気仙沼消防署に配備。 

11月12日 志津川消防署に資機材搬送車配置。 

11月24日 救急救命士国家試験（１人）合格。 

12月10日 志津川消防署津山出張所に高規格救急自動車配置。 

12月31日 コンピュータ西暦2000年問題に伴う警戒。 

平成12年３月10日 高速消防救急艇「あさぎり」就航（19t）。 

３月15日 志津川消防署歌津出張所新庁舎落成。 

３月23日 広域防災センター入館者70,000人達成。 

４月１日 消防職員５人採用。 

〃   権限移譲事務の開始。（煙火消費の許可事務、建設用びょう打ち銃用空砲許可事務、

液化石油ガスの設備工事に関する事務） 

４月27日 気仙沼消防署本吉分署に高規格救急自動車配置。 

５月２日 救急救命士国家試験（１人）合格。 

７月７日 気仙沼消防署唐桑出張所に消防ポンプ自動車（ＣＤ－Ⅰ型）配置。 

７月25日 第41回宮城県消防操法大会を歌津町で開催。 

12月４日 救急救命士国家試験（２人）合格。 

平成13年３月31日 広域防災センター入館者80,000人達成。 

４月１日 消防職員６人採用。 

〃   宮城県内航空消防応援協定締結。 

〃   防災・消防ヘリコプター24時間運航開始。 

５月７日 救急救命士国家試験（１人）合格。 

９月20日 「宮城県沖地震長期評価」の発表に伴い、地震・津波対策検討委員会の設置。 

９月～10月 第56回宮城県国民体育大会（夏季・秋季）実施。（柔道・９人制バレーボール） 
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平成13年11月13日 救急救命士国家試験（２人）合格。 

11月21日 気仙沼・本吉地域広域テロ対策特別本部の設置。化学防護服を気仙沼消防署、本吉

分署、志津川消防署に配備。 

12月18日 気仙沼消防署南町出張所に高規格救急車配置。 

平成14年４月１日 第８代消防長に菊田清一氏就任。 

〃   消防職員５名採用。 

４月17日 平成14年度宮城県林野火災防ぎょ訓練を本吉町小泉地区において実施。 

４月29日 第４代消防長川合昭伍氏 勲五等双光旭日章に叙される。 

５月８日 救急救命士国家試験（１人）合格。 

〃   広域防災センター入館90,000人達成。 

10月１日 高速消防救急艇あさぎり大島係留業務開始。 

10月９日 組合設立及び広域消防発足30周年記念式典。 

12月10日 志津川消防署歌津出張所に消防ポンプ自動車（ＣＤ－Ⅰ型）配置。 

12月13日 志津川消防署に水槽付消防ポンプ自動車（Ⅰ－Ａ型）配置。 

〃   気仙沼消防署本吉分署に水槽付消防ポンプ自動車（Ⅰ－Ａ型）配置。 

平成15年２月26日 ㈳気仙沼市シルバー人材センターから指揮車の寄贈を受け、消防本部に配置。 

３月11日 救急業務の高度化を目的として、気仙沼地域メディカルコントロール協議会を設立。

３月26日 気仙沼消防署唐桑出張所に高規格救急車配置。 

４月１日 消防職員３人採用。 

４月23日 救急救命士国家試験（２人）合格。 

５月14日 広域防災センター入館100,000人達成。 

５月26日 三陸南地震。（18時24分発生） 

震源地…宮城県沖 震源の深さ…70km 地震の規模…Ｍ７.０ 

計測震度 震度５強（気仙沼市、志津川町、唐桑町、歌津町） 

震度５弱（本吉町）  震度４（津山町） 

７月26日 宮城県北部連続地震。 

①０時13分 震源地…宮城県北部 震源の深さ…ごく浅い 地震の規模…Ｍ５.６

計測震度 震度４（歌津町、志津川町、津山町） 

震度３（気仙沼市、唐桑町） 

震度２（本吉町） 

②７時13分 震源地…宮城県北部 震源の深さ…約10km 地震の規模…Ｍ６.２ 

計測震度 震度４（気仙沼市、歌津町、志津川町、津山町） 

震度３（唐桑町、本吉町） 

③10時22分 震源地…宮城県北部 震源の深さ…約10km 地震の規模…Ｍ５.１ 

計測震度 震度３（気仙沼市） 

震度２（唐桑町、志津川町、津山町） 

震度１（本吉町） 

８月26日 宮城県消防協会本吉支部の事務局所在地及び業務が、宮城県気仙沼地方振興センタ

ーから消防本部へ移管された。 

10月23日 第68回全国消防長会警防委員会を気仙沼市で開催。 

11月14日 救急救命士国家試験（１人）合格。 

 

ー　9　－



平成15年11月19日 気仙沼消防署に消防ポンプ自動車（ＢＤ－Ⅰ型）配置。 

12月８日 志津川消防署津山出張所に消防ポンプ自動車（ＣＤ－Ⅰ型）配置。 

平成16年１月８日 平成15年７月26日に発生した宮城県北部地震での現地活動に対し、消防庁長官功

労章を受章。 

４月１日 消防職員３人採用。 

４月27日 救急救命士国家試験（１人）合格。 

〃   第27回全国消防長会東北支部消防職員意見発表大会（新潟市）において阿部利彦消

防士優秀賞を受賞。 

９月１日 平成16年度９．１宮城県総合防災訓練を気仙沼市階上地区において実施。 

〃   緊急通報ＦＡＸ受信運用開始。 

９月30日 広域防災センター入館110,000人達成。 

10月20日 元消防職員（故）村上賢吾氏 正七位瑞宝双光章に叙される。 

11月11日 救急救命士国家試験（２人）合格。 

平成17年１月27日 宮城県消防長会幹部研修会において吉田東消防司令の「新潟県中越地震体験」講話

が行われた。 

２月23日 当広域管内初の気管挿管認定救急救命士誕生。 

３月31日 登米市（４月１日）への身分移管に伴う職員10名退職。 

広域市町村合併に伴う志津川消防署津山出張所の消防業務事務引継及び閉庁式を実

施。 

４月20日 救急救命士国家試験（１人）合格。 

５月16日 元消防長（故）熊谷昭一氏 正六位瑞宝双光章に叙される。 

５月28日 気仙沼港において塩釜海上保安部「巡視船くりこま」潜水隊との合同潜水訓練を実

施。 

８月16日 ８．16宮城県沖地震（11時46分発生）。 

震源地……宮城県沖  震源の深さ……42km  地震の規模……Ｍ７.２ 

計測震度…震度５弱（気仙沼市・志津川町・歌津町） 

震度４（本吉町・唐桑町） 

10月１日 志津川町・歌津町が合併し「南三陸町」となり、１市３町で組合再編。 

志津川消防署から南三陸消防署へ名称変更。 

11月10日 救急救命士国家試験（１人）合格。 

11月15日 10時45分地震発生。 

震源地……三陸沖  震源の深さ……ごく浅い  地震の規模……Ｍ７.１ 

計測震度…震度３（気仙沼市） 

各海岸で18～30㎝の潮位の変化計測 

12月２日 南三陸消防署歌津出張所に高規格救急車配置。 

平成18年２月８日 南三陸消防署に消防ポンプ自動車（ＣＤ－Ⅰ型）配置。 

２月13日 広域防災センター入館120,000人達成。 

３月１日 谷村明信氏から潜水用資機材７式の寄贈を受けた。 

３月３日 気仙沼消防署に災害対応特殊はしご付消防ポンプ自動車配置。 

３月31日 気仙沼市・唐桑町が合併し新「気仙沼市」となり、１市２町で組合再編。 

４月１日 消防職員８人採用。 
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平成18年４月24日 救急救命士国家試験（２人）合格。 

７月８日 気仙沼港において塩釜海上保安部「巡視船くりこま」潜水隊との合同潜水訓練実施。

９月24日 気仙沼湾に係留中のカツオ船（ＦＲＰ製）から火災が発生し、約１２時間にわたる

消火活動が行われた。 

10月６日 宮城県消防職員野球大会決勝大会が南三陸町歌津「平成の森」で行われ、気仙沼・

本吉チームが優勝。 

10月17日 当広域管内初の「薬剤（エピネフリン）投与の実施に係る認定」救急救命士誕生。

11月１日 気仙沼ライオンズクラブから自動体外式除細動器（ＡＥＤ）１台の寄贈を受け、防

災センターに配置。 

12月26日 気仙沼消防署に水難救助車を配置。 

平成19年１月24日 気仙沼消防署本吉分署に消防ポンプ自動車（ＣＤ－Ⅰ型）配置。 

３月28日 宮城県防潮水門遠隔操作システムの操作装置が南三陸消防署に設置され運用開始。

４月１日 第９代消防長に菅原武人氏就任。 

〃   消防職員７人採用。当広域管内初の女性消防士誕生。 

５月１日 救急救命士国家試験（１人）合格。現在２７名 
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圏域管内図

太　平　洋

記 号

形 状

消防本部

消 防 署

分 署
出 張 所

種　　　別

宮城県　　　

本吉町

南三陸町

気仙沼市
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（平成19年４月１日現在）

市　　町　　名 面　　積（㎢） 世 帯 数（世帯） 人　　口（人）

気 仙 沼 市 226.67 23,090 66,111

本 吉 町 106.70 3,487 11,644

南 三 陸 町 163.74 5,359 18,568

合 計 497.11 31,936 96,323

位 置 及 び 管 内 情 勢

気仙沼・本吉地域は、気仙沼市・本吉町・南三陸町の１市２町で構成され、宮城

県の最北端に位置し、東は雄大な太平洋に面し、西は北上山系の支脈の稜線で、

岩手県や宮城県の内陸市町村と接しています。また、太平洋側は、変化に富んだ

美しいリアス式海岸で、陸中海岸国立公園、南三陸金華山国定公園に指定され、

多くの観光客が訪れています。
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南

管 理 係

指 導 係

情 報 係

気仙沼・本吉広域防災センター

調 査 係

救 急 係

救 助 係

組 合 組 織 図

庶 務 係

経 理 係

教 養 係

通 信 情 報 管 理
第 1 ・ 第 2 ・ 第 3 係

庶 務 係

 （ 事  務  局 ）

監 査 委 員

教 育 委 員 会

歌 津 出 張 所

南 三 陸 消 防 署

本 吉 分 署

唐 桑 出 張 所

南 町 出 張 所

大 島 出 張 所

教育委員会事務局

リアス・アーク美術館

気 仙 沼 消 防 署

組 合 議 会

理 事 会 会 計 管 理 者

通 信 指 令 課

警 防 課

予 防 課

総 務 課
事 務 局

消 防 本 部

救 助 第 1 ・ 第 2 係

調 査 係

警 防 係

救 急 係

救 助 係

 （ 事  務  局 ）

予 防 係

危 険 物 係

予 防 係

庶 務 係

予 防 係

警 防 第 1 ・ 第 2 係

（平成19年４月１日現在）

警 防 第 1 ・ 第 2 係

調 査 係

救 急 第 1 ・ 第 2 係

予 防 係

警 防 第 1 ・ 第 2 係

救 急 係
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（平成19年４月１日現在）

本 部 ・ 署 所 所 在 地 敷地面積(㎡) 構 造 面 積(㎡) 竣 工

気 仙 沼 消 防 署  〒988-0017 鉄筋コンクリート 建 279.63 昭35．６

南 町 出 張 所  気仙沼市南町４丁目1-9 　一部鉄骨３階建 延 814.43 昭51.5増

気 仙 沼 消 防 署  〒988-0604 軽量鉄骨造一部 建 162.2 昭54．３

大 島 出 張 所  気仙沼市廻舘113-1 木造１階建 延 162.2 平14.10増

気 仙 沼 消 防 署  〒988-0535 鉄筋コンクリート 建 223.1

唐 桑 出 張 所  気仙沼市唐桑町馬場183-4 　　　　　１階建 延 223.1

気 仙 沼 消 防 署  〒988-0309 鉄筋コンクリート 建 208.25

本 吉 分 署  本吉郡本吉町津谷松尾1-1 　　　　　２階建 延 314.50

鉄筋コンクリート 建 192.00

　　　　　２階建 延 384.00

南 三 陸 消 防 署 建 479.39

歌 津 出 張 所 延 679.39

 〒988-0453
 本吉郡南三陸町歌津
 　　　　　字伊里前233-3

 〒986-0768
 本吉郡南三陸町志津川
 　　　　　字御前下59-2

気 仙 沼 消 防 署
防 災 セ ン タ ー  気仙沼市赤岩五駄鱈43-2

6,255.0

南 三 陸 消 防 署 2,904.0 昭47．12

1,132.7 鉄 骨 ２ 階 建 平12．３

591.8

429.4

693.0 昭48．１

700.8 昭48．１

庁　　舎　　位　　置

　　　　　３階建 延2,981.4
平５．10

鉄筋コンクリート 建1,700.3 〒988-0104消 防 本 部

（平成19年４月１日現在）

所 在 地 室 数 構 造 面 積(㎡) 竣 工

 〒988-0171
 気仙沼市赤岩牧沢44-114

単身用４室 木 造 １ 階 建 115.93 平９．３

 〒988-0535
 気仙沼市唐桑町馬場189-1

世帯用２室 鉄 骨 耐 火 構 造 １ 階 建 99.84 昭57．２

 〒988-0309
 本吉郡本吉町津谷松尾68-9

世帯用２室 鉄 骨 耐 火 構 造 １ 階 建 100.00 昭58．３

 〒986-0776
 本吉郡南三陸町志津川
 　　　　　　　字竹川原47-4

世帯用６室 鉄 骨 耐 火 構 造 ２ 階 建 297.61 昭55．３

 〒988-0455
 本吉郡南三陸町歌津
 　　　　　　字吉野沢61-162

世帯用２室 鉄 骨 耐 火 構 造 １ 階 建 99.84 昭53．３

待　機　宿　舎　位　置
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総 務
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(単位：千円)

科　　　　　目 平成19年度予算額 平成18年度予算額 比　　　　較

分 担 金 及 び 負 担 金 1,802,962  1,862,313  △ 59,351  

使 用 料 及 び 手 数 料 3,296  2,226  1,070  

国 庫 支 出 金 0  0  0  

県 支 出 金 15,222  19,622  △ 4,400  

財 産 収 入 1,931  281  1,650  

繰 入 金 36,456  13,696  22,760  

繰 越 金 1  1  0  

諸 収 入 1,495  1,218  277  

地 方 債 0  15,300  △ 15,300  

合　　　　　計 1,861,363  1,914,657  △ 53,294  

平 成 19 年 度 当 初 歳 入 予 算

使用料及び手数料

県支出金

財産収入 繰入金

繰越金

諸収入

歳 入
1,861,363千円

分担金及び負担金
1,802,962千円

財産収入 1,931千円(0.10%)

県支出金 15,222千円(0.82%)

使用料及び手数料 3,296千円(0.18%)

繰 入 金 36,456千円(1.96%)

繰 越 金 1千円

諸 収 入 1,495千円(0.08%)
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(単位：千円)

科　　　　　目 平成19年度予算額 平成18年度予算額 比　　　　較

議 会 費 1,046  1,118  △ 72  

総 務 費 88,677  69,344  19,333  

消 防 費 1,641,787  1,685,366  △ 43,579  

教 育 費 75,905  108,088  △ 32,183  

公 債 費 53,448  50,171  3,277  

予 備 費 500  570  △ 70  

合　　　　　計 1,861,363  1,914,657  △ 53,294  

平 成 19 年 度 当 初 歳 出 予 算

議 会 費

総 務 費
教 育 費

公 債 費

予 備 費

歳 出
1,861,363千円 消防費

1,641,787千円

53,448千円(2.87%)

75,905千円(4.08%)

500千円(0.03%)
1,046千円(0.06%)

88,677千円(4.76%)
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平成19年度（当初）組合消防費にかかる性質別歳出の財源内訳 (単位:千円)

平成19年度（当初）構成市町の一般会計と消防予算 (単位:千円)

気 仙 沼 市 5.5

本 吉 町 6.8

南 三 陸 町 5.6

5.7

平成18年度（決算）構成市町分担金負担割合 (単位:千円)

100.00合 計 1,306,715 100.00 1,673,122

16.88

旧 歌 津 町 102,248 7.82 146,152 8.74

旧 志 津 川 町 211,385 16.18 282,373

813,945

14.96本 吉 町 189,655 14.51 250,256

構　成　比
　　　　(％)

48.65

旧 唐 桑 町 136,401 10.44 180,396 10.78

旧 気 仙 沼 市 667,026 51.05

1,095,767 994,341 85,495 15,931

区 分
消 防 費 基 準 財 政 需 要 額 消 防 費 負 担 金

金　　　額
　　　　(千円)

構　成　比
　　　　(％)

金　　　額
　　　　(千円)

287,240 250,256 22,849 14,135

9,185,280 512,047 428,535 45,713

154,057 67,865

19,776,989

常 備

合 計 33,183,269 1,895,054 1,673,132

37,799

4,221,000

53,448

1,695,735 15,222

53,448

区 分
内 訳消 防 費

Ｂ

一 般 会 計

Ａ

割　 合
Ｂ／Ａ
（％）そ の 他非 常 備

補 助 費 等

公 債 費

合 計 1,673,1227,3910

61,233

11,318

4,000

1,172

5,334

そ の 他 一 般 財 源

人 件 費 1,560,808 14,050

1,334

1,545,789

64,827

969

2,422物 件 費

維 持 補 修 費

11,318

区 分 予 算 額
財 源 内 訳

国・県支出金 組 合 債
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(単位：千円)

科　　　　　目 平成18年度予算額(最終) 平成18年度決算額 比　　　　較

分 担 金 及 び 負 担 金 1,845,996  1,845,996  0  

使 用 料 及 び 手 数 料 2,496  3,541  1,045  

県 支 出 金 19,731  19,722  △ 9  

財 産 収 入 582  439  △ 143  

繰 入 金 14,240  12,804  △ 1,436  

繰 越 金 5,589  5,589  0  

諸 収 入 1,218  2,226  1,008  

組 合 債 17,400  17,400  0  

合　　　　　計 1,907,252  1,907,717  465  

平 成 18 年 度 歳 入 決 算

使用料及び手数料

県支出金

財産収入 繰入金

繰越金

諸収入

組合債

歳 入
1,907,717千円

分担金及び負担金
1,845,996千円

439千円(0.02%)

19,722千円(1.03%)

3,541千円(0.19%)

21,804千円(0.67%)

5,589千円(0.29%)

2,226千円(0.12%)

17,400千円(0.91%)
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(単位：千円)

科　　　　　目 平成18年度予算額(最終) 平成18年度決算額 比　　　　較

議 会 費 1,024  897  △ 127  

総 務 費 70,389  68,347  △ 2,042  

消 防 費 16,781,451  1,665,826  △ 15,115,625  

教 育 費 108,031  106,448  △ 1,583  

公 債 費 49,663  49,610  △ 53  

予 備 費 0  0  0  

合　　　　　計 17,010,558  1,891,128  △ 15,119,430  

平 成 18 年 度 歳 出 決 算

議 会 費

総 務 費
教 育 費

公 債 費

歳 出
1,891,128千円 消防費

1,665,826千円

49,610千円(2.62%)

106,448千円(5.63%)

897千円(0.05%)

68,347千円(3.61%)

ー　22　－



(平成19年４月１日現在)

合　計 消防監
消　防
司令長

消防司令
消　防
司令補

消防士長
消　防
副士長

消防士 事務吏員

消 防 長 1 1

次 長 1 1

総 務 課 12 2 1 1 7 1

警 防 課 3 1 1 1

予 防 課 3 1 2

通 信 指 令 課 10 1 3 3 3

小 計 30 1 6 5 6 4 7 1

気仙沼消防署 43 2 4 15 13 2 7

本 吉 分 署 21 2 6 8 2 3

南 町 出 張 所 15 1 3 6 2 3

大 島 出 張 所 18 1 2 10 5

唐 桑 出 張 所 16 1 4 4 1 6

小 計 113 2 9 30 41 7 24

南三陸消防署 32 2 3 7 10 1 9

歌 津 出 張 所 16 1 2 10 1 2

小 計 48 2 4 9 20 2 11

191 1 10 18 45 65 9 42 1

総務課には，気仙沼消防署からの出向者１名及び宮城県消防学校入校者７名を含む。
気仙沼消防署には，宮城県消防学校派遣１名及び宮城県防災ヘリコプター隊員１名を含む。
本吉分署には，宮城県消防学校派遣１名を含む。
広域組合事務局出向者１名は含まない。

南
三
陸
消
防
署
管
内

合 計

消 防 職 員 配 置 状 況

区　　分

消

防

本

部

気

仙

沼

消

防

署

管

内
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(平成19年４月１日現在)

合　計 消防監
消　防
司令長

消防司令
消　防
司令補

消防士長
消　防
副士長

消防士 事務吏員

21.8 41.0 35.5 34.1 26.2 22.9 33.9 4.3 6.0

191 1 10 18 45 65 9 42 1

１ 年 未 満 7 7

１ 年 以 上 8 8

２　　　〃

３　　　〃 3 3

４　　　〃 3 3

５　　　〃 4 4

６　　　〃 7 1 5 1

７　　　〃 5 2 3

８　　　〃 5 1 4

９　　　〃 5 3 2

10　　　〃 6 2 3 1

11　　　〃 7 5 2

12　　　〃 7 7

13　　　〃 7 2 5

14　　　〃 1 1

15　　　〃 4 2 2

16　　　〃 2 2

17　　　〃 3 2 1

18　　　〃

19　　　〃

20　　　〃

21　　　〃 2 2

22　　　〃 3 3

23　　　〃 3 3

24　　　〃

25　　　〃 3 3

26　　　〃 3 2 1

27　　　〃

28　　　〃

29　　　〃 3 1 2

30　　　〃

31　　　〃 2 1 1

32　　　〃 8 2 4 2

33　　　〃 28 1 4 7 15 1

34　　　〃 23 2 7 5 7 2

35　　　〃 17 2 4 4 3 4

36　　　〃 2 2

37　　　〃 5 2 2 1

38　　　〃 2 1 1

39　　　〃 1 1

40　　　〃

41　　　〃 2 1 1

広域組合事務局出向者1名は含まない。

平均勤続年数

　　　　　 階級

 勤続年数

合　　計

消 防 職 員 階 級 別 勤 続 年 数
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(平成19年４月１日現在)

　　　　階級
　年齢

合　計 消防監
消　防
司令長

消防司令
消　防
司令補

消防士長
消　防
副士長

消防士 事務吏員

平 均 年 齢 42.0 59.0 56.5 55.1 46.0 43.4 54.9 24.0 24.0

合　 　　計 191 1 10 18 45 65 9 42 1

18　歳 4 4

19　歳 2 2

20　歳 1 1

21　歳 4 4

22　歳 3 3

23　歳 3 3

24　歳 7 6 1

25　歳 5 5

26　歳 3 3

27　歳 3 1 2

28　歳 6 3 3

29　歳 8 4 4

30　歳 7 5 2

31　歳 13 2 11

32　歳 2 2

33　歳 6 4 2

34　歳 2 1 1

35　歳 3 2 1

36　歳 1 1

37　歳

38　歳

39　歳

40　歳 4 4

41　歳 2 2

42　歳 1 1

43　歳 3 3

44　歳 2 2

45　歳 2 2

46　歳

47　歳 3 1 1 1

48　歳

49　歳

50　歳

51　歳 3 2 1

52　歳 14 2 7 5

53　歳 8 1 3 4

54　歳 15 2 4 4 3 2

55　歳 15 2 2 3 4 4

56　歳 8 2 1 4 1

57　歳 7 4 2 1

58　歳 8 1 2 1 4

59　歳 13 1 3 2 6 1

60　歳

広域組合事務局出向者1名は含まない。

消 防 職 員 階 級 別 年 齢
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(平成19年４月１日現在)

消 防 職 員 年 齢 構 成 図

4 

2 

1 

4 

3 

3 

7 

5 

3 

3 

6 

8 

7 

13 

2 

6 

2 

3 

1 

0 

0 

0 

4 

2 

1 

3 

2 

2 

0 

3 

0 

0 

0 

3 

14 

8 

15 

15 

8 

7 

8 

13 

0 

0 5 10 15 20

18 歳

19 歳

20 歳

21 歳

22 歳

23 歳

24 歳

25 歳

26 歳

27 歳

28 歳

29 歳

30 歳

31 歳

32 歳

33 歳

34 歳

35 歳

36 歳

37 歳

38 歳

39 歳

40 歳

41 歳

42 歳

43 歳

44 歳

45 歳

46 歳

47 歳

48 歳

49 歳

50 歳

51 歳

52 歳

53 歳

54 歳

55 歳

56 歳

57 歳

58 歳

59 歳

60 歳
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平成
18

17 16 15 14 13 12 11 10 ９ 計

8 3 3 5 6 5 5 6 6 47

2 2 4

2 1 2 2 7

1 2 2 2 2 9

2 2 2 6

2 2

4 6 5 2 17

6 8 8 8 30

0

2 2 2 2 8

2 1 2 2 2 2 11

1 1

1 2 3

3 6 3 1 13

4 4

21 11 9 10 12 10 19 21 27 22 162

1 1 1 3

1 1 1 1 4

1 1

1 1 1 3

1 1

1 0 2 1 2 1 2 1 1 1 12

1 2 2 1 2 2 2 2 1 2 17

東消1 東消1 東消1 東消1 東消1 5

23 14 14 13 16 14 24 24 29 25 196

幹部
教育

上 級 幹 部 科

特 殊 災 害 科

救急科

専 科
教 育

標準課程

Ⅱ 課 程

合 計

小 計

消
　
防
　
大
　
学
　
校

学　校　等　教　育　状　況（過去10年）

救急救命士
救急救命東京研修所

上記以外の研修所等

幹 部 研 修 科

予 防 科

警 防 科

救 急 科

はしご自動車操
作 講 習 科

薬 剤 投 与 講 習

小 計

本 科

特 別
教 育

気 管 挿 管 講 習

　　　　　　　　　年　度
　種　別

宮
　
城
　
県
　
消
　
防
　
学
　
校

初 任 総 合 教 育

警 防 科

火 災 調 査 科

予 防 査 察 科

危 険 物 科

救 助 科

初 級 幹 部 科

中 級 幹 部 科
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(平成19年４月１日現在)

総　　数
消防司令
長 以 上

消防司令
消　　防
司 令 補

消防士長
消　　防
副 士 長

消 防 士

190 11 18 45 65 9 42

6 4 2

96 4 9 27 35 7 14

5 1 1 1 2

7 1 1 2 3

1 1

190 11 18 45 65 9 42

31 2 1 14 6 8

58 6 12 16 18 5 1

8 1 2 3 1 1

26 1 14 10 1

23 8 11 4

1 1

1 1

1 1

1 1

12 1 9 2

36 2 6 12 12 4

1 1

27 1 3 12 9 2

64 1 2 5 21 35

1 1

3 2 1

1 1

3 2 1

9 1 4 3 1

3 1 1 1

56 1 4 17 25 1 8

53 1 3 16 24 1 8

2 2

5 2 2 1

3 1 1 1

1 1

8 3 4 1

4 3 1

3 1 2

120 9 9 27 40 2 33

6 2 2 1 1

21 2 3 7 5 4

広域組合事務局出向者1名は含まない。

　　　　　　　階　級

 種　別

普　　通

大　　型

１　　種

４　級

２　　種

１　　種

機　関

救 急 救 命 士

潜 水 士

映 写 技 師 １６ミリ

３　級

特　　殊

け ん 引

航　海

海技士

整 備 管 理 者

大型免許

２　　種
普通免許

自動２輪

４　級

３　級

甲　　種

建 築 士

衛生管理者

危 険 物
取 扱 者

２　　級

第 １ 種

２　級

移動式

３　級

２　級

職 員 特 殊 技 能 資 格 取 得 状 況

５　級

１　級

２　級

小 型 船 舶

操 縦 士

ア　マ
チュア

無線

４　級

電話級

小　型

１　級

１　級
海上特殊

陸　上
特　殊

２　級

消 防
設 備 士

ｸﾚｰﾝ

乙　　種

甲　　種

乙　　種

特定化学物質等作業主任者

アセチレンガス溶接士

電 気 工 事 士

玉 掛 技 能 講 習

固定式

消防吏員数
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予 防

はたらく消防の写生会 最優秀賞　　気仙沼市立小原木小学校３年  柏  京佑  君
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消防法第17条対象物 (平成19年４月１日現在)

気

仙

沼

市

本

吉

町

南

三

陸

町

劇 場 ・ 映 画 館 ・ 演 芸 場 等 1 1

公 会 堂 ・ 集 会 場 124 50 33 41

キャバレー・カフェー・ナイトクラブ等

遊 技 場 ・ ダ ン ス ホ ー ル 18 14 1 3

性 風 俗 関 連 特 殊 営 業 店 舗 等

待 合 ・ 料 理 店 等 3 3

飲 食 店 70 57 4 9

4 174 131 8 35

旅 館 ・ ホ テ ル ・ 宿 泊 所 等 201 145 13 43

寄 宿 舎 ・ 下 宿 ・ 共 同 住 宅 272 228 1 43

病 院 ・ 診 療 所 ・ 助 産 所 55 44 2 9

老 人 福 祉 施 設 ・ 養 護 施 設 等 83 61 9 13

幼 稚 園 ・ 養 護 学 校 等 17 10 4 3

7 160 108 21 31

8 7 4 3

蒸 気 浴 場 ・ 熱 気 浴 場 等 2 2

イ に 掲 げ る 以 外 の 公 衆 浴 場 3 3

10 6 6

11 53 32 8 13

工 場 ・ 作 業 場 531 397 38 96

映 画 ス タ ジ オ ・ テ レ ビ ス タ ジ オ 2 2

自 動 車 車 庫 ・ 駐 車 場 9 5 3 1

飛 行 機 な ど の 格 納 庫

14 289 227 14 48

15 244 184 16 44

特定部分を含む複合用途防火対象物 127 98 7 22

イ以外の複合用途防火対象物 51 41 3 7

地 下 街

準 地 下 街

17 6 3 3

2,508 1,856 185 467

文 化 財 等

合　　　　　　　計

イ

ロ

百 貨 店 ・ マ ー ケ ッ ト ・ 店 舗 等

倉 庫

前 各 項 に 該 当 し な い 事 業 場

イ

ロ

イ

ロ

学 校 ・ 各 種 学 校 等

図 書 館 ・ 博 物 館 ・ 美 術 館 等

車 両 の 停 車 場 等

9

16の3

12

13

16

16の2

神 社 ・ 寺 院 ・ 教 会 等

イ

ロ

ハ

3

5

6 ロ

ハ

ロ

イ

ロ

イ

　　　　　　　　　　　　　市　町　別

　用　途　別

合

計

イ

防 　火 　対 　象 　物

1

2

イ

ロ

イ

ロ
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用途別消防用設備等の設置状況 (平成19年４月１日現在)

消

火

器

屋
内
消
火
栓

ク

ラ

ー

ス

プ

リ

ン

報

知

設

備

自

動

火

災

警

報

機

漏

電

火

災

警

報

設

備

非

常

避

難

器

具

誘

導

灯

劇場・映画館・演芸場等 1 1 1 1

公 会 堂 ・ 集 会 場 124 11 33 1 26 8 55

キャバレー・カフェー・ナイトクラブ等

遊 技 場 ・ ダ ン ス ホ ー ル 18 1 18 18

性風俗関連特殊営業店舗等

待 合 ・ 料 理 店 等 3 1 1 2

飲 食 店 70 29 2 19 7 54

4 174 15 4 100 1 50 7 141

旅館・ホテル・宿泊所等 201 19 3 127 55 39 31 179

寄宿舎・下宿・共同住宅 272 2 41 2 4 34 2

病 院 ・ 診 療 所 ・ 助 産 所 55 10 5 41 20 30 7 45

老人福祉施設・養護施設等 83 8 8 56 5 1 3 46

幼 稚 園 ・ 養 護 学 校 等 17 3 13 2 6

7 160 79 115 5 68 34 6

8 7 1 3 2 1 3

蒸気浴場・熱気浴場等 2 2 1 2

イに掲げる以外の公衆浴場 3 3

10 6 2 2 2

11 53 1 1 3 21 1

工 場 ・ 作 業 場 531 58 195 3 8 1 22

映画スタジオ・テレビスタジオ 2 1

自 動 車 車 庫 ・ 駐 車 場 9 1 1

飛 行 機 な ど の 格 納 庫

14 289 37 84 1 31

15 244 8 41 2 44 17 23

特定部分を含む複合用途防火対象物 127 4 2 65 3 18 14 68

イ以外の複合用途防火対象物 51 1 7 3 1 2 2

地 下 街

準 地 下 街

17 6 5

2,508 257 24 981 107 336 171 709

避 難 設 備

イ

　　　　　　　　消防用設備等

　用　途　別

消 火 設 備 警 報 設 備

1

2

イ

ロ

イ

ハ

ロ

ハ

3

5

ロ

イ

ロ

百貨店・マーケット・店舗等

イ

ロ

イ

ロ

6

9

12

13

イ

ロ

文 化 財 等

合　　　　　　　計

イ

ロ

倉 庫

前各項に該当しない事業場

16の3

16

16の2

学 校 ・ 各 種 学 校 等

図書館・博物館・美術館等

車 両 の 停 車 場 等

神 社 ・ 寺 院 ・ 教 会 等

イ

ロ
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用途別予防査察状況 (平成18年度中)

気

仙

沼

市

本

吉

町

南

三

陸

町

劇 場 ・ 映 画 館 ・ 演 芸 場 等

公 会 堂 ・ 集 会 場 62 20 23 19

キャバレー・カフェー・ナイトクラブ等

遊 技 場 ・ ダ ン ス ホ ー ル 7 1 6

性 風 俗 関 連 特 殊 営 業 店 舗 等

待 合 ・ 料 理 店 等

飲 食 店 58 41 4 13

4 111 81 7 23

旅 館 ・ ホ テ ル ・ 宿 泊 所 等 225 141 12 72

寄 宿 舎 ・ 下 宿 ・ 共 同 住 宅 12 1 11

病 院 ・ 診 療 所 ・ 助 産 所 33 20 2 11

老 人 福 祉 施 設 ・ 養 護 施 設 等 75 45 7 23

幼 稚 園 ・ 養 護 学 校 等 14 6 3 5

7 65 28 21 16

8 4 1 3

蒸 気 浴 場 ・ 熱 気 浴 場 等

イ に 掲 げ る 以 外 の 公 衆 浴 場

10 1 1

11 33 12 8 13

工 場 ・ 作 業 場 74 26 34 14

映 画 ス タ ジ オ ・ テ レ ビ ス タ ジ オ

自 動 車 車 庫 ・ 駐 車 場

飛 行 機 な ど の 格 納 庫

14 36 18 18

15 30 15 1 14

特定部分を含む複合用途防火対象物 47 7 10 30

イ以外の複合用途防火対象物 11 2 1 8

地 下 街

準 地 下 街

17 3 3

901 465 134 302

ロ

ハ

ハ

百 貨 店 ・ マ ー ケ ッ ト ・ 店 舗 等

　　　　　　　　　　　　　市　町　別

　用　途　別

合

計

イ

1

2

イ

ロ

イ

倉 庫

前 各 項 に 該 当 し な い 事 業 場

3
ロ

5

6

イ

ロ

イ

ロ

イ

ロ

9

16の3

12

13

16

16の2

神 社 ・ 寺 院 ・ 教 会 等

イ

学 校 ・ 各 種 学 校 等

図 書 館 ・ 博 物 館 ・ 美 術 館 等

車 両 の 停 車 場 等

ロ

文 化 財 等

合　　　　　　　計

イ

ロ

イ

ロ
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用途別中高層建築物の現況 (平成19年４月１日現在)

甲種 乙種 ３階 ４階 ５階 ６階 ７階 ８階

劇場・映画館・演芸場等 1 1 1

公 会 堂 ・ 集 会 場 124 35 90 4 2

キャバレー・カフェー・ナイトクラブ等

遊 技 場 ・ ダ ン ス ホ ー ル 18 18

性風俗関連特殊営業店舗等

待 合 ・ 料 理 店 等 3 2 1 1

飲 食 店 70 33 42 2 1 1

4 174 110 27 13 2

旅館・ホテル・宿泊所等 201 103 28 10 3 3 3

寄宿舎・下宿・共同住宅 272 11 2 69 8 5 1

病 院 ・ 診 療 所 ・ 助 産 所 55 20 11 4 5 2

老人福祉施設・養護施設等 83 58 5 3 2

幼 稚 園 ・ 養 護 学 校 等 17 11 1 1

7 160 58 43 4 2

8 7 3 4 2

蒸気浴場・熱気浴場等 2 2

イに掲げる以外の公衆浴場 3 2 1

10 6 1 1

11 53 20 9 1

工 場 ・ 作 業 場 531 42 3 25 2 1

映画スタジオ・テレビスタジオ 2

自 動 車 車 庫 ・ 駐 車 場 9 2

飛 行 機 な ど の 格 納 庫

14 289 15 3

15 244 56 14 56 6 5 4

特定部分を含む複合用途防火対象物 127 68 8 46 4 4 2 1

イ以外の複合用途防火対象物 51 1 8 1

地 下 街

準 地 下 街

17 6 1

2,508 655 236 312 44 22 11 2 4

法 第 ８ 条
対 象 物 数

中 高 層 建 築 物

学 校 ・ 各 種 学 校 等

ロ

ハ

　　　　　　　　区　　　　分

　用　途　別

1

2

イ

図書館・博物館・美術館等

車 両 の 停 車 場 等

神 社 ・ 寺 院 ・ 教 会 等

文 化 財 等

ロ

法 対
第 象
17 物
条 数

合　　　　　　　計

イ

ロ

イ

ロ

倉 庫

前各項に該当しない事業場

イ

ロ

イ

6

9

16の3

12

13

16

16の2

イ

ロ

ハ

ロ

イ

3

5

ロ

イ

ロ

百貨店・マーケット・店舗等

イ
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防火管理者を要する対象物 (平成19年４月１日現在)

甲 乙 甲 乙 甲 乙 甲 乙

劇 場 ・ 映 画 館 ・ 演 芸 場 等 1 1

公 会 堂 ・ 集 会 場 35 90 18 34 8 24 9 32

キャバレー・カフェー・ナイトクラブ等

遊 技 場 ・ ダ ン ス ホ ー ル 18 14 1 3

性 風 俗 関 連 特 殊 営 業 店 舗 等

待 合 ・ 料 理 店 等 2 1 2 1

飲 食 店 33 42 28 35 1 3 4 4

4 110 27 96 19 2 12 8

旅 館 ・ ホ テ ル ・ 宿 泊 所 等 103 28 75 18 7 2 21 8

寄 宿 舎 ・ 下 宿 ・ 共 同 住 宅 11 2 8 2 3

病 院 ・ 診 療 所 ・ 助 産 所 20 17 1 2

老 人 福 祉 施 設 ・ 養 護 施 設 等 58 5 42 4 8 8 1

幼 稚 園 ・ 養 護 学 校 等 11 1 7 3 1 1

7 58 39 7 12

8 3 4 3 1 3

蒸 気 浴 場 ・ 熱 気 浴 場 等 2 1 2 1

イ に 掲 げ る 以 外 の 公 衆 浴 場 2 2

10 1 1

11 20 9 14 6 3 1 3 2

工 場 ・ 作 業 場 42 3 34 3 5 3

映 画 ス タ ジ オ ・ テ レ ビ ス タ ジ オ

自 動 車 車 庫 ・ 駐 車 場

飛 行 機 な ど の 格 納 庫

14

15 56 14 39 10 3 3 14 1

特定部分を含む複合用途防火対象物 68 8 48 6 5 15 2

イ以外の複合用途防火対象物 1 1

地 下 街

準 地 下 街

17 1 1

655 236 490 140 55 33 110 63

南
三
陸
町

　　　　　　　　　　　　　市　町　別

　用　途　別

合

計

本

吉

町

気
仙
沼
市

イ

1

2

イ

ロ

イ

ロ

ハ

3

5

6

ロ

イ

ロ

イ

ロ

ハ

9

16の3

12

13

16

16の2

イ

ロ

倉 庫

前 各 項 に 該 当 し な い 事 業 場

合　　　　　　　計

イ

ロ

イ

ロ

イ

ロ

神 社 ・ 寺 院 ・ 教 会 等

百 貨 店 ・ マ ー ケ ッ ト ・ 店 舗 等

学 校 ・ 各 種 学 校 等

図 書 館 ・ 博 物 館 ・ 美 術 館 等

車 両 の 停 車 場 等

文 化 財 等
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(平成18年度中)

気

仙

沼

市

本

吉

町

南

三

陸

町

劇 場 ・ 映 画 館 ・ 演 芸 場 等

公 会 堂 ・ 集 会 場 6 4 2

キャバレー・カフェー・ナイトクラブ等

遊 技 場 ・ ダ ン ス ホ ー ル

待 合 ・ 料 理 店 等 4 4

飲 食 店

4 12 11 1

旅 館 ・ ホ テ ル ・ 宿 泊 所 等 1 1

寄 宿 舎 ・ 下 宿 ・ 共 同 住 宅 9 7 1 1

病 院 ・ 診 療 所 ・ 助 産 所 2 2

老 人 福 祉 施 設 ・ 養 護 施 設 等 4 3 1

幼 稚 園 ・ 養 護 学 校 等 2 2

7 6 5 1

8

蒸 気 浴 場 ・ 熱 気 浴 場 等

イ に 掲 げ る 以 外 の 公 衆 浴 場

10

11 2 1 1

工 場 ・ 作 業 場 22 17 5

映 画 ス タ ジ オ ・ テ レ ビ ス タ ジ オ

自 動 車 車 庫 ・ 駐 車 場 2 2

飛 行 機 な ど の 格 納 庫

14 17 13 4

15 23 15 5 3

特定部分を含む複合用途防火対象物 7 5 2

イ以外の複合用途防火対象物

17

18

37 36 1

7 4 3

163 129 18 16

倉 庫

前 各 項 に 該 当 し な い 事 業 場

イ

ロ

イ

延 長 50 メ ー ト ル 以 上 の ア ー ケ ー ド

専 用 住 宅

百 貨 店 ・ マ ー ケ ッ ト ・ 店 舗 等

学 校 ・ 各 種 学 校 等

図 書 館 ・ 博 物 館 ・ 美 術 館 等

車 両 の 停 車 場 等

ロ

イ

ロ

　　　　　　　　　　　　　市　町　別

　用　途　別

合

計

イ

ロ

3

5

6

9

神 社 ・ 寺 院 ・ 教 会 等

建　築　同　意　事　務

1

2

イ

ロ

12

13

16

ロ

イ

ロ

イ

ロ

ハ

イ

合　　　　　　　計

イ

ロ

そ の 他

併 用 住 宅

文 化 財 等
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危険物施設 (平成19年４月１日現在)

合

計

気

仙

沼

市

本

吉

町

南

三

陸

町

438 326 37 75

小 計 300 235 19 46

屋 内 42 30 6 6

屋 外 タ ン ク 44 38 1 5

屋 内 タ ン ク 11 10 1

地 下 タ ン ク 84 58 8 18

簡 易 タ ン ク 1 1

移 動 タ ン ク 81 68 1 12

屋 外 37 30 3 4

小 計 138 91 18 29

給 油 69 42 9 18

第 一 種 販 売 1 1

第 二 種 販 売

一 般 65 45 9 11

移 送 3 3

貯

蔵

所

取

扱

所

　　　　　　　　　　市　町　別

　　製造所等別

危　　　　険　　　　物

合 計

製 造 所
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危険物施設の予防査察実施状況 (平成18年度中)

合

計

気

仙

沼

市

本

吉

町

南

三

陸

町

230 141 11 78

小 計 133 84 2 47

屋 内 11 3 1 7

屋 外 タ ン ク 6 1 5

屋 内 タ ン ク 1 1

地 下 タ ン ク 19 5 14

簡 易 タ ン ク 1 1

移 動 タ ン ク 84 68 1 15

屋 外 11 6 5

小 計 97 57 9 31

給 油 72 46 8 18

第 一 種 販 売

第 二 種 販 売

一 般 22 8 1 13

移 送 3 3

　　　　　　　　　　市　町　別

　　製造所等別

貯

蔵

所

取

扱

所

合 計

製 造 所
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危険物事務処理件数 (平成18年度中)

8 19 8 21 3 5 6 7 14 91

小 計 7 13 7 14 3 1 4 3 6 58

屋 内

屋外タンク 1 1 1 1 1 5

屋内タンク

地下タンク 2 4 3 4 1 1 15

簡易タンク

移動タンク 4 8 4 9 2 1 2 4 34

屋 外 1 2 1 4

小 計 1 6 1 7 4 2 4 8 33

給 油 5 6 3 2 4 5 25

第一種販売

第二種販売

一 般 1 1 1 1 1 3 8

移 送

合

計

（

タ
ン
ク
検
査
）

完
成
検
査
前
検
査

仮

使

用

種
類
・
数
量
変
更

譲

渡

引

渡

完 成

設置 変更 設置 変更

廃

止

届

貯

蔵

所

取

扱

所

　　　　　区　　分

　製造所等別

合 計

製 造 所

許 可
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危険物安全協会結成状況 (平成19年４月１日現在)

結 成 年 月 日 摘 要

S48. 4.24 124

小 計 98

気 仙 沼 市 S32. 3.17 80

気 仙 沼 市 唐 桑 町 S35. 8 9

本 吉 町 S35. 8 9

小 計 26

南 三 陸 町 志 津 川 S35. 8 21

南 三 陸 町 歌 津 S35. 8 5

防火管理者協会結成状況 (平成19年４月１日現在)

結 成 年 月 日 摘 要

気 仙 沼 市 S42. 9.28 169

気 仙 沼 市 唐 桑 町 S52.11.21 51

本 吉 町 S51. 8.20 67

南 三 陸 町 志 津 川 S49.12. 5 93

南 三 陸 町 歌 津 S55.11.21 50

430

名 称

気仙沼本吉地区危険物安全協会

気

仙

沼

支

部

南
三
陸
支
部

民　間　防　火　組　織

５

名 称

合 計

会 員 数

会 員 数

１

２

３

４
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幼年消防クラブ結成状況 (平成19年４月１日現在)

結成年月日 摘 要

１ 気 仙 沼 市 S57. 6.10

２ 気仙沼市唐桑町 H元.12.25

３ 本 吉 町 S59.12. 4

４ 南三陸町志津川 S58. 3. 9

５ 南 三 陸 町 歌 津 S56. 6. 4

少年消防クラブ結成状況 (平成19年４月１日現在)

結成年月日 隊員数

１ 小 原 木 小 学 校 S55. 7.16 17

２ 中　　井　　〃 S55. 7.17 9

３ 唐　　桑　　〃 S55. 7.23 37

４ 馬　　籠　　〃 S59. 7.20 13

５ 気 仙 沼　　〃 S63. 6. 4 71

６ 南気仙沼　　〃 H元. 4.25 77

７ 九　　条　　〃 H 3. 5.17 64

288

婦人防火クラブ結成状況 (平成19年４月１日現在)

結成年月日

１ 気 仙 沼 市 S56. 5.28

２ 唐 桑 町 S45. 6.17

３ 本 吉 町 S50. 4. 9

４ 南三陸町志津川 S46. 5.18

５ 南 三 陸 町 歌 津 S47. 1.27

６
気 仙 沼 本 吉 地 区
婦人防火クラブ連合会 S56. 8.11

市 町 名 ク ラ ブ 数

合 計

ク ラ ブ 名

26    

1    

2    

5    

所 在 地

クラブ員数

1,140    

46    

86    

ク ラ ブ 連 合 会 名

295    

104    

1,671    

気仙沼市南郷25-1

気仙沼市九条326

合 計

2    

36    

1,89218    

気仙沼市唐桑町岩井沢97-3

気仙沼市唐桑町欠浜134-3

気仙沼市唐桑町宿浦400-2

単位クラブ数 会 員 数

3,489

4    

40    

120    10,969

3,936

923

41    

17    

気仙沼市赤岩五駄鱈43-2

事 務 局 所 在 地

気仙沼市赤岩五駄鱈43-2

気仙沼市唐桑町馬場181-1

本吉町津谷松尾1-1

本吉町小金山1-1

気仙沼市笹ヶ陣3-1

南三陸町志津川字塩入77

南三陸町歌津字伊里前91

729
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警 防

平成１９年度 大規模津波防災総合訓練
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合

計

消

防

本

部

気

仙

沼

消

防

署

南

町

出

張

所

大

島

出

張

所

唐

桑

出

張

所

本

吉

分

署

南

三

陸

消

防

署

歌

津

出

張

所

合 計 39 6 11 3 4 3 4 5 3

10 1 2 2 1 1 1 1 1
(非常用)

水 槽 付 ポ ン プ 車 2 1 1

化 学 車 1 1

小型動力ポンプ付水槽車 1 1

は し ご 車 （ 30m 級 ） 1 1

照 明 電 源 車 1 1

救 助 工 作 車 1 1

水 難 救 助 車 1 1

高 速 消 防 救 急 艇 1 1

高 規 格 救 急 自 動 車 6 1 1 1 1 1 1

1
(非常用)

指 令 車 3 1 1 1

査 察 車 1 1

指 揮 車 1 1

多 機 能 型 広 報 車 2 1 1

広 報 車 2 1 1

資 器 材 搬 送 車 2 1 1

人 員 輸 送 車 1 1

消　　防　　車　　両
消防車両等の配置状況

1救 急 自 動 車 2

(平成19年４月１日現在)

　　　　　　所　　属

　　車　　両

消 防 ポ ン プ 自 動 車
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所 属 名 称 車 名 登録年月 経過年数

指 令 車 ト ヨ タ H01.12 17   本　部 指 揮 １

指 揮 車 ト ヨ タ H15.02 4   〃 指 揮 ２

防 火 広 報 車 ト ヨ タ H04.09 14   〃 広 報 １

人 員 輸 送 車 イ ス ズ H03.02 16   

消防ポンプ車(非常用) イ ス ズ S61.03 21   本　部 ポンプ１

救急自動車(非常用) 日 産 H05.09 13   〃 救 急 １

消防ポンプ車(２号車) 三 菱 H11.01 8   気仙沼 ポンプ１

消防ポンプ車(３号車) ト ヨ タ H15.11 3   〃 ポンプ２

化 学 車 ( 防 災 85 号 ) イ ス ズ S60.08 21   〃 化 学 １

小型動力ポンプ付水槽車 日 野 H10.03 9   〃 タンク１

は し ご 車 日 野 H18.02 1   〃 梯 子 １

救 助 工 作 車 三 菱 H06.09 12   〃 救 助 １

水 難 救 助 車 日 産 H07.11 11   〃 救 助 ２

照 明 電 源 車 イ ス ズ S57.12 24   〃 照 明 １

高 規 格 救 急 自 動 車 ト ヨ タ H06.03 13   〃 救 急 １

指 令 車 三 菱 H09.12 9   〃 指 揮 １

資 器 材 搬 送 車 ト ヨ タ S62.10 19   〃 搬 送 １

消防ポンプ車(１号車) イ ス ズ S57.03 25   南　町 ポンプ１

消 防 ポ ン プ 自 動 車 三 菱 H07.03 12   〃 ポンプ２

高 規 格 救 急 自 動 車 ト ヨ タ H13.12 5   〃 救 急 １

消 防 ポ ン プ 自 動 車 三 菱 H07.12 11   大　島 ポンプ１

救 急 自 動 車 日 産 H10.12 8   〃 救 急 １

広 報 連 絡 車 ト ヨ タ H03.09 15   〃 搬 送 １

高 速 消 防 救 急 艇 H12.03 7   

消 防 ポ ン プ 自 動 車 三 菱 H12.06 6   唐　桑 ポンプ１

高 規 格 救 急 自 動 車 ト ヨ タ H15.03 4   〃 救 急 １

多 機 能 型 広 報 車 三 菱 H09.03 10   〃 搬 送 １

消 防 ポ ン プ 自 動 車 日 野 H19.01 0   本　吉 ポンプ１

水 槽 付 ポ ン プ 車 日 野 H14.12 4   〃 水 槽 １

高 規 格 救 急 自 動 車 ト ヨ タ H12.04 6   〃 救 急 １

査 察 車 日 産 H04.03 15   〃 指 揮 １

消 防 ポ ン プ 自 動 車 三 菱 H18.01 1   南三陸 ポンプ１

水 槽 付 ポ ン プ 車 日 野 H14.12 4   〃 水 槽 １

高 規 格 救 急 自 動 車 ト ヨ タ H09.01 10   〃 救 急 １

指 令 車 日 産 H04.03 15   〃 指 揮 １

資 器 材 搬 送 車 ト ヨ タ H11.10 7   〃 搬 送 １

消 防 ポ ン プ 自 動 車 三 菱 H14.12 4   歌　津 ポンプ１

高 規 格 救 急 自 動 車 ト ヨ タ H17.11 1   〃 救 急 １

多 機 能 型 広 報 車 ト ヨ タ H09.06 9   〃 搬 送 １

あさぎり１

気仙沼消防署

南三陸消防署

歌 津 出 張 所

南 町 出 張 所

大 島 出 張 所

唐 桑 出 張 所

本 吉 分 署

無 線 呼 称

(平成１９年４月１日現在)消防車両等の配置現況

消 防 本 部
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消防本部・署所の人員

基準台数

（台）

基準台数
に対する
人 員 の
基 準 数
（人）

現有台数
(非常用
を除く)

（台）

現有台数
に対する
人 員 の
基 準 数
（人）

現　　有

人 員 数

（人）

指 揮隊
員

4 4

11 11

1 1

8 8

0 0

1 1

9 9

7 7

　　 － 　　 －

1 0

1 1

0 0

13    

14    

1    

27    

は し ご 自 動 車

(消防施設整備計画実態調査：平成18年４月１日現在)

消防力の整備指針と現有

216 141

区 分

消 防 ポ ン プ 自 動 車

指 揮 車

消防隊
員

救急隊
員

救助隊
員

化 学 消 防 車

三 点 セ ッ ト

消 防 艇

状 況 を 勘 案 し 定 め た 人 員 数

〃

予 防 事 務 の 要 員

救 急 自 動 車

その他の消防用自動車
Ｂ

救 助 工 作 車
(Ａ及びＢを除く )

救 助 工 作 車
(省令4条救助隊)Ａ

※特殊車：「照明電源車」「小型動力ポンプ付水槽車」「広報車」「資機材搬送車」等を含む。
※三点セット：「大型化学消防車」「大型高所放水車」「泡原液搬送車」をいう。
※化学消防車：「泡放出装置を備えた消防ポンプ自動車」等を含む。

予防要
員

通　信　員　

救 急 用 航 空 機

庶務の処理等の人員　

危 険 物 事 務 の 要 員

231

特 殊 車
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(消防施設整備計画実態調査：平成18年４月１日現在)

(％)

国
市町村

ア
イ アーイ

イ／ア
×100

国
市町村

ウ
国

市町村
エ

国
市町村

オ
国 市町村

市 街 地 36,644 2 2 2 100 4 4 1 7 4 12 6 26

準市街地 21,690 2 2 100 2 3 24 46 30

そ の 他 9,840 23 23

計 68,174 2 4 4 100 4 6 1 10 4 59 52 79

市 街 地 －

準市街地 4,211 1 1 100 2 2 8 10 12

そ の 他 7,696 22 22

計 11,907 1 1 100 2 2 30 10 34

市 街 地 －

準市街地 13,459 2 2 100 3 3 25 28 31

そ の 他 5,811 26 26

計 19,270 2 2 100 3 3 51 28 57

市 街 地 36,644 2 2 2 100 4 4 1 7 4 12 6 26

準市街地 39,360 5 5 100 7 8 57 84 73

そ の 他 23,347 71 71

計 99,351 2 7 7 100 4 11 1 15 4 140 90 170

署所及び動力消防ポンプの基準と現有

署　　　　　　　所 動 力 消 防 ポ ン プ 数
市

町

名

署所管理分 消　防　団　管　理　分
地

域

名

人

口

(人)

比

率

(台)(台)

消

防

ポ

ン

プ

車

台

数

基

準

数

現

有

数

消

防

ポ

ン

プ

車

台

数

手

引

・

小

型

動

力

ポ

ン

プ

数

動

力

消

防

ポ

ン

プ

数

不

足

数

合
　
　
計

気

仙

沼

市

本
　
吉
　
町

南

三

陸

町

(口)(口)
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化

学

車

換

算

数

化

学

車

換

算

数
(台) (台) (台) (％) (台) (台) (台) (％) (台) (台) (％) (口) (台) (％)

カ＋キ
①

(ウ＋
エ)
－①

①/(ウ+
エ)×
100

カ ウ－カ
カ/ウ
×100

キ エ－キ
キ/エ
×100

ク オ－ク
ク/オ
×100

市 街 地 11 100 4 100 7 100 12 100

準市街地 5 100 2 100 3 100 24 100

そ の 他 23 100

計 16 100 6 100 10 100 59 100

市 街 地

準市街地 4 100 2 100 2 100 8 100

そ の 他 22 100

計 4 100 2 100 2 100 30 100

市 街 地

準市街地 8 △2 133 3 100 5 △2 167 25 100

そ の 他 26 100

計 8 △2 133 3 100 5 △2 167 51 100

市 街 地 11 100 4 100 7 100 12 100

準市街地 17 △2 113 7 100 10 △2 125 57 100

そ の 他 71 100

計 28 △2 108 11 100 17 △2 113 140 100

不

足

数

合
　
　
計

本
　
吉
　
町

南

三

陸

町

比

率

不

足

数

署所管理分 消　防　団　管　理　分

消

防

ポ

ン

プ

車

数

不

足

数

気

仙

沼

市

消防ポンプ車現有数 動 力 消 防 ポ ン プ 現 有 数
市

町

名

地

域

名

合　　　　計

消

防

ポ

ン

プ

車

数

不

足

数

手
引
小
型
動

力
ポ
ン
プ
数

比

率

比

率

比

率

消

防

ポ

ン

プ

車

数
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地　上 500 153 99 752

地　下 530 34 178 742

地　上

地　下

地　上

地　下

河川・溝等

小　計　(C)

合　　　　　計

(A)＋(B)＋(C)

40㎥以上
100㎥未満

194

16978

そ

の

他

海　・　沼

プ　ー　ル

15

125

216

380

567185

4

151

18

166

3

26

防

火

水

槽

小　計　(B)

40㎥未満

100㎥以上 11

169

131

11

42

15

14

2,255

消

火

栓

187

23

1,494

713

719

39

277

149

消　　防　　水　　利

　　　　市　町

　種　別

本

吉

町

管内水利状況

合

計

(平成19年４月１日現在)

気

仙

沼

市

南

三

陸

町

ごう・池等 3 6

1,030

小

計

(A)

公

設

85144

33

465

私

設

1

11

2

5

1,415 476364

99

4

1

35

22

178508

3061

1

5
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通 信

気仙沼市潮位・津波観測システム
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通 信 施 設 の 現 況 （平成19年４月１日現在）

車

載

携

帯

レ
ー

ダ
ー

23 18 1 8 9 8 9 5 6 38 23 1 1 1

23 9 1 2 2 4 1 1 1 5 4 1 1

気仙沼消防署 1 1 1 11 6

南 町 出 張 所 1 1 1 1 3 2

大 島 出 張 所 1 1 1 2 1 4 2 1

唐 桑 出 張 所 1 1 1 1 1 1 1 3 2

本 吉 分 署 2 1 1 1 1 1 1 4 2

小 計 6 4 5 2 6 2 3 25 14 1

南三陸消防署 2 1 1 2 1 1 1 5 3

歌 津 出 張 所 1 1 1 1 1 1 3 2

小 計 3 2 2 2 2 2 2 8 5

消防テレホンサービス利用状況 （平成18年）

消
 
防
 
署
 
管
 
内

気
　
 
 
仙
 
 
　
沼

消
防
署
管
内

南
　
三
　
陸

月

合 計

消 防 本 部

指
令
・
無
線
専
用
回
線

利　　　用　　　件　　　数

基

地

局

一

般

回

線

テ

レ

フ

ォ

ン

サ

ー

ビ

ス

Ｆ

Ａ

Ｘ

Ｆ

Ａ

Ｘ

固

定

局

防 災

陸上移動局

合　　　　計

3,010

1,941

2,575

2,264

9,790

７　月　～　９　月

４　月　～　６　月

１　月　～　３　月

10　月　～　12　月

通　　　　　　　　　　信

　　　　　区　　分

　所　　属

直

通

電

話

自

動

車

・

携

帯

用

電

話

有 線 無 線

加 入 消 防火
災
報
知
専
用
電
話

基

地

局
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１１９番受信件数 （平成18年）

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 合計

7 1 7 2 2 2 1 11 1 2 2 38

212 172 173 154 141 160 159 194 162 156 172 220 2,075

4 1 1 2 8

2 2 2 2 4 2 1 3 3 2 23

32 14 27 23 25 19 22 32 17 28 20 31 290

22 12 24 19 19 30 19 22 39 29 32 30 297

20 28 43 17 39 58 37 31 43 75 118 45 554

117 94 109 96 121 96 104 99 112 107 139 137 1,331

3 2 2 2 4 6 13 9 8 12 61

火 災

救 急

その他の災害

訓練・試験等 1 1 4 1 7

419 327 387 315 351 371 348 386 398 408 495 479 4,684

2 1 2 1 1 5 2 14

20 31 23 23 26 20 29 42 28 31 35 30 338

2 1 1 4

1 2 1 2 6

26 11 4 9 14 4 4 6 8 2 8 5 101

101 29 35 29 42 9 7 25 28 38 25 18 386

5 6 3 2 1 2 2 1 6 5 2 3 38

194 64 1 259

1 4 1 2 5 7 4 4 2 30

火 災 2 2

救 急 26 3 2 31

救 助

上記以外

379 145 71 64 85 40 44 80 82 84 76 59 1,209

798 472 458 379 436 411 392 466 480 492 571 538 5,893

○火災・救急・救助には第２報・第３報の通報も含まれている。
○携帯電話には，ＰＨＳも含まれる。
○ＦＡＸ１１９は，平成16年９月１日運用開始。

問 い 合 わ せ

い た ず ら 等

訓 練 ・ 演 習

試 験

火 災

救 急

救 助

その他の災害

救 助

その他の災害

問 い 合 わ せ

い た ず ら 等

そ の 他

１１９番小計

火 災

救 急

携帯電話小計

合 計

Ｆ

Ａ

Ｘ

　　　　　　月　別
　種　別

一

一

九

番

携

帯

電

話

訓 練 ・ 演 習

試 験

そ の 他

他
消
防
管
内
受
信
状
況
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１１９番受信件数（平成18年）

１１９番・携帯電話（管内・管外）比率（平成18年）

※ 「問い合わせ」・「いたずら等」・「訓練・演習」・「その他」は，管内管外の区分はなし。

54 

2,444 

12 29 

391 

683 
592 

91 

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

火

災

救

急

救

助

そ
の
他
災
害

問
い
合
わ
せ

い
た
ず
ら
等

訓
練
・
演
習

そ

の

他

38 
2,075 

8 
23 290 

297 

554 

61 

14 

338 

4 
6 101 

386 

38 

30 

2 31 

0%

50%

100%

火

災

救

急

救

助

そ
の
他
災
害

問
い
合
わ
せ

い
た
ず
ら
等

訓
練
・
演
習

そ

の

他

１１９番 管内携帯 管外携帯
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（平成19年４月１日現在）

ＦＡＸ

(第１，２装置)
きしょうほんぶ

(第３装置)
きしょうほんぶ

気仙沼市役所大 島 出 張 所

Ｆ
Ａ
Ｘ

指
令
回
線

Ｎ
Ｔ
Ｔ
回
線

（
遠
隔

）

南 三 陸 警 察 署

指令回線

ＦＡＸ

指令回線

ＦＡＸ

 南三陸町
　歌津総合支所

歌 津 出 張 所
< き し ょ う う た つ >

ＦＡＸ

【

歌
津
広
報

】

本 吉 町 役 場

指令回線

ＦＡＸ

指令回線

ＦＡＸ

唐 桑 出 張 所
< き し ょ う か ら く わ >

南 三 陸 町 役 場

【本吉町広報】

南 三 陸 消 防 署
<きしょうみなみさんりく

>

直
　
通

直
　
通

ＦＡＸ

本 吉 分 署
< き し ょ う も と よ し >

通 信 系 統 図

【

南
三
陸
町
広
報

】

ＦＡＸ

【唐桑広報】

ＦＡＸ

直　　通

直　　通

直　　通

【

気
仙
沼
市
広
報

】

Ｆ
Ａ
Ｘ

南 町 出 張 所

指令回線

 ○１１９番回線　１９回線

　（携帯２回線，衛星２回線含む）

 ○消防無線

             全 国 波〔ＣＨ．１〕

             県 内 波〔ＣＨ．２〕

             市町村波〔ＣＨ．３〕

 ○Ⅱ型緊急通信指令施設

 ○地図検索装置・自動出動指定装置

 ○ＦネットＦＡＸ

 ○順次指令装置

 ○気象観測システム

 ○気象衛星「ひまわり」画像受信装置

 ○緊急情報衛星同報受信装置

 ○潮位，津波観測システム

 ○計測震度計

 ○宮城県地域衛星通信ネットワーク

　（衛星ＦＡＸ･衛星電話･ＴＶモニ

タ）

  ○宮城県防災システム端末

 ○消防テレホンサービス

消 防 本 部
気仙沼消防署 気 仙 沼 警 察 署

気 仙 沼 市 ガ ス

東北電力気仙沼

 気仙沼市
　唐桑総合支所

直
　
通

直
　
通
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(平成18年)

１

月

２

月

３

月

４

月

５

月

６

月

７

月

８

月

９

月

10

月

11

月

12

月

合
計
／
平
均

平 均 -0.5 1.1 4.0 7.5 13.6 17.2 20.3 23.6 19.7 14.7 9.2 3.6 11.2

最 高 10.3 13.7 14.6 19.6 24.1 31.0 33.5 33.2 32.6 25.0 20.2 13.9 33.5

最 低 -7.8 -8.4 -4.3 -1.2 2.3 9.7 15.4 16.9 10.6 4.2 -1.9 -3.3 -8.4

総 量 8.5 74.0 109.0 133.5 172.5 161.5 244.0 42.0 257.5 246.0 173.5 104.0 1726.0

最大日量 4.0 26.0 28.0 32.5 94.0 63.5 39.0 15.0 96.0 73.0 61.0 70.0 96.0

積 雪

（㎝）

晴 18 17 16 11 11 8 4 12 15 15 16 10 153

曇 8 6 8 7 11 17 17 13 13 8 9 18 135

雨 1 1 6 2 1 8 2 2 7 5 1 36

雪 1 3 1 5

そ の 他 4 1 5 6 7 4 2 4 1 2 36

北西 北西 北西 北西 南南東 南南東 南東 南東 北北西 北北西 北北西 北北西 北北西

平 均 2.1 1.6 2.4 1.7 1.4 1.2 1.0 1.1 1.4 1.8 1.6 1.6 1.6

最 大 22.3 25.9 26.8 18.6 16.5 14.2 11.6 12.1 13.8 29.3 22.5 23.2 29.3

0.0

風
　
　
速

天
　
　
　
　
　
　
　
気

降
　
水
　
量
（

㎜
）

気
　
　
温
（

℃
）

平 均 湿 度

最 多 風 向

（％）
84.6 82.167.5 73.7 64.2 71.7

気象統計

気　　　　　　　象

75.178.4 76.7

　　　　月

 区分

74.1 73.075.8 79.6
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(平成18年）

１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 合計

波 浪 1 2 2 1 6

大 雨 3 2 1 6

洪 水 3 2 1 6

暴 風 3 2 4 1 1 2 2 1 16

大 雪 1 1

暴 風 雪 1 1 2

津 波

4 4 4 1 8 8 4 4 37

乾 燥 3 2 6 1 1 1 14

強 風 4 2 1 12 8 2 1 6 5 12 7 60

波 浪 3 2 3 5 5 3 1 1 6 4 7 2 42

大 雨 1 4 5 5 3 8 4 1 2 33

洪 水 1 4 6 5 3 8 4 1 2 34

雷 5 4 9 7 11 9 3 6 1 55

濃 霧 6 9 6 3 5 8 16 15 6 74

大 雪 1 1

風 雪 1 1 2 4

着 雪 1 1

低 温 1 2 3

津 波 1 1

霜 1 8 1 1 11

高 潮 1 3 5 3 2 14

12 7 7 44 36 31 24 24 48 41 48 25 347

16 11 11 45 36 31 24 24 56 49 52 29 384

20 6 21 15 4 2 5 5 78

台 風 3 21 24

大 雨 2 7 22 40 40 21 5 5 142

暴 風 5 2 14 3 17 17 58

大 雪 8 14 3 4 29

地 震 19 13 23 23 18 19 22 28 27 192

津 波 14 14

気 圧 13 4 8 12 14 41 92

そ の 他 5 7 6 1 2 4 2 1 2 30

31 27 25 30 33 47 67 63 75 68 65 50 581

震 度 １ 1 4 4 3 2 2 2 2 1 3 1 25

震 度 ２ 2 2 1 1 2 1 1 10

震 度 ３ 1 1 1 3

震 度 ４

震 度 ５ 弱

震 度 ５ 強

2 6 6 5 2 2 3 3 3 1 3 2 38

情 報 計

情

報

火 災 気 象 通 報

警報・注意報計

気象情報等受信統計

 　　　　月　別
 種　別

地

震

地 震 計

○地震情報は，県総合防災情報システム(MIDORI)より東北，北海道付近で発生した震度１以上の地震回数。

○震度は，気仙沼･本吉広域防災センター（気象庁設置）の震度計データ。

注 意 報 計

警 報 計

警

報

注

意

報
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管 内 消 防 団

気仙沼市気仙沼消防団 「赤バイ」
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本

部

分

団

（平成19年4月1日現在）

第

三

分

団

（

三

班

）

第

二

分

団

（

六

班

）

第

一

分

団

（
三

部

六

班

）

バ

イ

ク

隊

第

一

分

団

（

四

班

）

気 仙 沼 消 防 団
長

副団長 （３名）

本 部

企

画

部

副 団 長 （４名）

第

六

分

団

（
四

部

十

班

）

第

五

分

団

（
三

部

九

班

）

第
三
分
団

（
四
部
十
一
班

）

第

二

分

団

（
四

部

六

班

）

管　 内　 消　 防 　団

組織機構図

本　 吉 　町 　長

団　　　　　    長

第

八

分

団

（
三

部

十

班

）

第

七

分

団

（
三

部

十

班

）

唐 桑 総 合 支 所
総 務 企 画 課

気 仙 沼 市 長

分 団

唐 桑 消 防 団 長

副 団 長 （ 2 名 ）

分 団

総 務 部 危 機 管 理
課

第
一
分
団

（
三
部
 

七
班

）

総　　務　　課

本部分団（２班）

第
四
分
団

（
三
部
 

九
班

）

第
三
分
団

（
四
部
 

十
班

）

第
二
分
団

（
二
部
 

七
班

）

ラ

ッ

パ

隊
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副

団

長

副

団

長

ラ

ッ

パ

隊

第

九

分

団

（
三

班

）

第

八

分

団

（
五

班

）

第

七

分

団

（
五

班

）

第

六

分

団

（
五

班

）

副

団

長

副

団

長

第

三

分

団

（
五

班

）

第

二

分

団

（
六

班

）

第

一

分

団

（
五

班

）

危機管理対策室

南 三 陸 町 長

団 長

第

五

分

団

（
五

班

）

第

四

分

団

（
四

班

）

第

十

二

分

団

（
四

班

）

第

十

一

分

団

（
五

班

）

第

十

分

団

（
四

班

）

本

部

副

団

長

ー　63　－



気仙沼

唐　桑

団 　長 合　 計

2 611

1 268

1 581

4 1,460

合　 計

611

268

581

1,460

班　　数 条例定員数

（平成19年4月1日現在）

（平成19年4月1日現在）

組　　　　　織

団　　数 分  団  数 部　　数
　　　　　 区　分

　市　町

3

8

本　　吉　　町 5

12南　三　陸　町

62

13

26

13

39合　　　 計

1

1

1

1

4

気仙沼市

472

139

268

1,460

30035

56

副団長 班　長部　長副分団長分団長

166 1,63028

本　　吉　　町

5

4

20

5

7911

5 13

30

12

43

5

14 28

1

124

35

57

171

40～49

14

144

56

177

377

1

2

51

29

44 10232

514

183

68

117

368

186

96

20～29

合　　　　 計

20歳未満

39

30～39

75

60歳以上50～59

47

18

合　　　　 計

年齢別消防団員数

本　　吉　　町

階級別消防団員数

　　　　　 階　級

　市　町

気　仙　沼  市

南　三　陸　町

気　仙　沼  市

南　三　陸　町

　　　　　 年　齢

　市　町

1,161

464

205

492

（平成19年4月1日現在）

700

630 581

実  員  数

団　員
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５
年
未
満

15年以上
20年未満

合　計

気 仙 沼 市 128 70 611

本 吉 町 54 32 268

南 三 陸 町 127 101 581

309 203 1,460

団　 長 副分団長

気 仙 沼 市 92,400 47,700 2,700

本 吉 町 66,500 28,100 2,300

南 三 陸 町 92,400 38,000 2,300

気 仙 沼 市

本 吉 町

南 三 陸 町

64,000

（平成19年4月1日現在）（単位：円）

176

積 載 車
小型動力
ポ ン プ

その他の
水　　利

年 報 酬

出動報酬

消防ポンプ
自　動　車

（平成19年4月1日現在）

74,800

46,000

150

（平成19年4月1日現在）

副団長 分団長 部　 長

39,500

76

45

在職年数別消防団員数

　　　 　　 年　数

　市　町

消防団員報酬

20

34

39

61

５年以上
10年未満

109

20年以上
25年未満

21,50025,000

25年以上
30年未満

66

120

30　　年
以　　上

68

39

43

合 計 17

5

2

10

105

41

23

41 43

30

1,030

187

194

14

166

185

11

277

30,400

24,000

消 火 栓

1,494132

防火水槽

216

567

59

32,200

56,700

10年以上
15年未満

94

169

22,500

30,400

班　 長 団 　員

22,500

90

244 258

39

125

　　　　　  施　設

　市　町

消防施設の現況

合 計

　　　　　 報　 酬

　市　　町

45,000
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火災・救急統計

宮城県救助技術指導会
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火災件数及び損害額の推移

43

65
64

62

39

54

65

63

48

51

45

34

220,911

142,084

268,191

316,673

69,148

107,580

108,155

152,371

76,575

129,489

137,322

85,239

0

50,000

100,000

150,000

200,000

250,000

300,000

350,000

0

10

20

30

40

50

60

70

80

Ｈ７ Ｈ８ Ｈ９ Ｈ10 Ｈ11 Ｈ12 Ｈ13 Ｈ14 Ｈ15 Ｈ16 Ｈ17 Ｈ18

損害額

(千円)
件数

火災件数 損害額(千円)
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(平成18年)

旧気仙沼市 旧唐桑町 旧志津川町 旧歌津町

15 1 1 1 4 22

1 1 4 6

3 3

1 1

1 1 2

21 1 3 5 4 34

5 1 2 8

1 1

7 1 1 2 11

4 1 5

17 1 1 1 5 25

564 1 218 213 996

内類焼

3 6 9

内類焼

9 1 1 1 4 16

27 3 2 5 11 48

38,019 127 17,047 148 21,371 76,712

内類焼

85 32 117

内類焼

410 410

内類焼

8,000 8,000

内類焼

内類焼

46,429 127 17,132 180 21,371 85,239

内類焼

1 1 2

3 1 4

7 3 3 1 14

市 町 別 火 災 発 生 状 況

気　仙　沼　市
総　　計本 吉 町

南　三　陸　町

船 舶

合 計

全 焼

合 計

　　　　　　市　町
　区　分

建物焼損面積（㎡）

火

災

件

数

り

災

棟

数

建 物

林 野

車 両

半 焼

そ の 他

部 分 焼

ぼ や

負 傷 者

放 水 火 災 件 数

合 計

損
　
害
　
額
　
（

千
円
）

死 者

船 舶

そ の 他

林野焼損面積（ａ）

り 災 世 帯 数

り 災 人 員

建 物

車 両

林 野
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 火災件数

覚 知 別 火 災 発 生 状 況

0

5

10

15

20

25

旧気仙沼市 旧唐桑町 旧志津川町 旧歌津町 本 吉 町

建 物

林 野

車 両

船 舶

その他

火災報知専用電話

（加入）
火災報知専用電話

（携帯）

加入電話（加入）

事後聞知

火災報知専用電話（加入）
18 件（53%)火災報知専用電話（携帯）

８ 件（23%)

１件（３%)

21

1

3

5
4

事後聞知
7 件（21%)

ー　70　－



2

1

1 1 2 1 1

2 1

内類焼

内類焼

内類焼

内類焼

内類焼

内類焼

内類焼

内類焼

内類焼

月 別 火 災 発 生 状 況

20

52

1

69

3

66

1

1

1
1

1

６　月

1

2

3

37 28

58 63

1

1

173 82

57 82

116

3

3

3 1
1

2 1

2

１　月 ２　月 ３　月 ４　月 ５　月

3

4

1

3
1

3

13

107

227

18,396

1,672

2

61

6

16,722

3
1

2

21

1

3

5
1

1

86

20

1

1

1

1

24

90

1

1

3

138

32

2

1

1

1

1

30,727

23

70

239

3

308

林 野

車 両

船 舶

そ の 他

合 計

出動延べ人員(吏員)

放 水 火 災 件 数

放 水 ポ ン プ 台 数

負 傷 者

3

5

4

3

563

1

2

1

建物焼損面積（㎡）

り

災

棟

数

全 損

半 損

棟

数

世

帯

数

部 分 焼

ぼ や

林 野

車 両

船 舶

そ の 他

6,191

85

林野焼損面積（ａ）

建 物 24,143

3

出動延べ人員(団員)

損
　
害
　
額
　
（
千
円
）

死 者

内 容 物

建

物

全 焼

小 損

全 焼

　　　　　　月　別
　区　分

半 焼

部 分 焼

ぼ や

建

物

火

災

件

数

半 焼
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2 1 5

1

1 1 1 1 1 11

1 1 5

117

1,161

85,239

2

4

14

65

456

8,000

996

9

410

64,333

12,379

8

25
1

11

5

4

161

11

合　　計

22

34
6

3

1

2

36 12

85 45

2

4

986 7

377 4

609 3

2

63 1

1

1 2

2
1 1

1

1

2

10　月 11　月 12　月

2

2

2

2

23 99

25 277

4

21

1

1 1 1

23 115 34,523

8,000

100

23 15 3,935

22,588

1 307

1

1

2

1 1

1

4

6
1 1

1

1
1

4

6

1

1

1

1

2

７　月 ８　月 ９　月

1

1
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時 間 別 火 災 発 生 状 況

曜 日 別 火 災 発 生 状 況

7

1

4

2

5

6

9

0
0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

日曜日 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日 不 明

火災件数

3

2 2

1

3 3

4

7

6

1 1 1

5

3

2

5

6

8

3

2

6

1

3

1
1

2

3

4

5

6

7

8

9
件数

平成18年

平成17年
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月 別 火 災 発 生 状 況

5

2

5

4

3

2

1

2

6

0

2 2

3 3

5

10

1

3

2

6

1

2

4

5

67.5 

73.7 

64.2 

71.7 

75.8 

79.6 

84.6 

82.1 

78.4 
76.7 

74.1 
73.0 

0

10

20

30

40

50

60

70

80

90

100

0

2

4

6

8

10

12

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

平均湿度（％）件数

平成18年

平成17年

平均湿度
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件数 損害額（千円） 件数 損害額（千円）

た ば こ（投げ捨て，放置） 6 18,236 4 2,109

ガ ス コ ン ロ（放置,油に引火） 4 524 4 6,018

電 気 配 線（絶縁不良，短絡） 2 21,065

交 通 機 関（衝突・配線・排気管） 2 310 5 41,550

風呂かまど（火源落下，構造不良） 2 148 1 689

焼却炉・焼却機（飛び火，排気管） 2 23 3 11,783

たき火・ゴミ焼き（飛び火，放置） 2 85 6 605

こ た つ（器具不良，伝導過熱） 1 21,043

マッチ・ライター（落下，使用不適） 1 17,047

電 気 器 具 （ 配 線 ， 機 器 ） 1 3 1 9,748

火 遊 び（マッチ，ライター） 1 0

取 灰 （ 不 始 末 ） 1 0

ス ト ー ブ（取扱不良，輻射） 3 10,920

溶 接 機 ･ 溶 断 機 3 985

灯 火 （ 火 源 落 下 ， 可 燃 物 接 触 ） 1 21,545

そ の 他 1 108

8 6,471 9 6,338

2 176 3 25,032

34 85,239 45 137,322

　　　原　　　　因　　　　　　　　件数・損害額

平成 １８ 年 平成 １７ 年

原因別火災発生状況・損害額

　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 年　　別

合 計

失

火

放 火 ・ 放 火 の 疑 い

調 査 中

ー　75　－



(平成18年)

焼損面積 損 害 額

合 計 全 焼 半 焼 部分焼 ぼ や （㎡） （千円）

住 宅 15 4 1 5 5 879 70,752

納 屋 ･ 物 置 2 2 18 121

事 業 所 1 1 96 5,404

共 同 住 宅 1 1 3 222

斎 場 1 1 0 108

病 院 1 1 0 82

車 庫 1 1 0 23

22 5 1 10 6 996 76,712

※件数及び用途別については，火元用途による。

※類焼の損害額については，火元用途に含む。

出 火 件 数　　　　　　　区　分
　用途別

建物用途別火災発生状況（火元）

合　　　　計

住宅

68%

納屋･物置

9%

事業所

4%

共同住宅

4%

斎場

5%

病院

5%

車庫

5%

住宅
納屋･物置
事業所
共同住宅
斎場
病院
車庫
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救　急　活　動　の　推　移

1,867 

2,067 

2,336 

2,570 

2,644 2,626 

2,818 

2,955 

3,028 

2,957 

1,844 

2,056 

2,181 

2,422 
2,454 2,456 

2,648 

2,749 2,761 

2,662 

1

1

2

2

2

2

2

3

1,600

1,800

2,000

2,200

2,400

2,600

2,800

3,000

Ｈ９ Ｈ１０ Ｈ１１ Ｈ１２ Ｈ１３ Ｈ１４ Ｈ１５ Ｈ１６ Ｈ１７ Ｈ１８

件数

出場件数

搬送人員
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合

計

火

災

自
然
災
害

水

難

交

通

労
働
災
害

運
動
競
技

一
般
負
傷

加

害

自
損
行
為

急

病

そ

の

他

出場件数 289 1 22 2 1 35 1 3 202 22

搬送人員 255 1 19 2 1 31 1 2 176 22

出場件数 264 23 6 30 1 2 176 26

搬送人員 243 27 6 27 1 2 155 25

出場件数 230 2 14 6 17 5 166 20

搬送人員 215 1 17 6 17 4 150 20

出場件数 223 2 10 1 4 22 3 155 26

搬送人員 197 1 11 1 3 19 3 134 25

出場件数 226 15 2 3 36 1 2 147 20

搬送人員 195 14 2 3 28 1 1 126 20

出場件数 218 1 19 1 4 21 1 4 147 20

搬送人員 196 1 23 1 4 18 3 127 19

出場件数 249 2 19 2 40 2 2 154 28

搬送人員 222 22 2 31 2 2 136 27

出場件数 290 2 2 25 1 2 52 182 24

搬送人員 262 1 1 30 1 2 45 160 22

出場件数 224 1 27 4 2 23 3 141 23

搬送人員 196 1 28 4 2 19 3 116 23

出場件数 214 20 4 26 4 141 19

搬送人員 202 25 4 26 4 126 17

出場件数 237 23 2 2 18 1 4 158 29

搬送人員 211 23 2 2 13 1 4 136 30

出場件数 293 1 16 3 3 40 2 3 190 35

搬送人員 268 1 20 3 3 34 2 3 167 35

出場件数 2,957 3 11 233 34 21 360 9 35 1,959 292

搬送人員 2,662 2 6 259 34 20 308 8 31 1,709 285

8

9

10

11

12

合

計

2

3

4

5

6

7

月 別 出 場 件 数 ・ 搬 送 人 員

1

月

事故種別

区分

（平成18年）
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火

災

自

然

災

害

水

難

交

通

労

働

災

害

運

動

競

技

一

般

負

傷

加

害

自

損

行

為

急

病

そ

の

他

合

計

出場件数 2 8 139 23 16 231 6 21 1,288 155 1,889

搬送人員 1 3 145 23 15 185 6 18 1,069 152 1,617

出場件数 3 9 144 18 17 260 11 29 1,218 141 1,850

搬送人員 2 5 158 17 16 212 8 25 1,028 139 1,610

出場件数 10 2 18 4 99 26 159

搬送人員 12 2 18 4 94 25 155

出場件数 2 15 2 1 25 5 155 28 233

搬送人員 2 22 2 1 25 3 147 29 231

出場件数 1 46 5 3 66 3 5 233 43 405

搬送人員 1 55 5 3 61 2 4 223 43 397

出場件数 4 30 1 5 44 2 2 276 31 395

搬送人員 2 37 1 5 43 2 2 265 32 389

出場件数 1 32 3 30 5 218 65 354

搬送人員 1 37 3 30 5 205 63 344

出場件数 1 31 3 4 54 6 241 59 399

搬送人員 1 36 3 4 51 4 224 59 382

出場件数 2 6 1 2 15 121 2 149

搬送人員 2 10 1 2 14 118 2 149

出場件数 13 2 5 14 114 3 151

搬送人員 13 2 6 14 111 3 149

出場件数 1 1

搬送人員

出場件数

搬送人員

出場件数 3 11 233 34 21 360 9 35 1,959 292 2,957

搬送人員 2 6 259 34 20 308 8 31 1,709 285 2,662

出場件数 3 16 233 26 32 397 13 42 2,004 262 3,028

搬送人員 2 10 266 25 32 345 10 34 1,775 262 2,761

旧

志

津

川

町

18年

18年

17年

合

計

18年

17年

管

外

17年

18年

18年

17年

17年

旧

歌

津

町

18年

17年

本

吉

町

南

三

陸

町

気

仙

沼

市

旧

気

仙

沼

市

旧

唐

桑

町

市 町 別 事 故 別 活 動 状 況

（平成18年）

 市町別

事故種別

17年

18年
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○　管内市町別出場件数

　　出場件数２，９５７件に占める各市町毎の割合

旧気仙沼市 １，８８９ 件　　（ 63.9 ％）

旧 唐 桑 町 １５９ 件　　（ 5.4 ％）

本 吉 町 ４０５ 件　　（ 13.7 ％）

旧志津川町 ３５４ 件　　（ 12.0 ％）

旧 歌 津 町 １４９ 件　　（ 5.0 ％）

管 外 １ 件　　（ 0.0 ％）

市　町　別　出　場　件　数

1,889 

159 

405 
354 

149 

1 

1,850 

233 

395 399 

151 
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2,000

旧気仙沼市 旧唐桑町 本吉町 旧志津川町 旧歌津町 管 外

件数

平成18年

平成17年
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対

象

人

員

応

急

処

置

止

血

固

定

人

工

呼

吸

心

肺

蘇

生

酸

素

吸

入

気

道

確

保

保

温

被

覆

除

細

動

血

圧

測

定

聴

診

器

血

中

酸

素

心

電

図

そ

の

他

合

計

急　　病 1,705 25 14 17 105 626 186 323 6 13 1,555 351 1,596 772 327 5,916

交通事故 255 23 144 24 1 30 55 244 20 246 14 16 817

一般負傷 307 56 93 1 8 35 17 33 64 1 286 25 288 27 39 973

そ の 他 380 13 40 2 16 133 30 62 19 2 343 40 351 105 44 1,200

合　　計 2,647 117 291 20 129 818 234 448 144 16 2,428 436 2,481 918 426 8,906

救急隊員が行った応急処置件数

※ 応急処置は，症状により重複実施する場合がある。

事 故 種 別 出 場 件 数

 応急種別

事故種別

（平成18年）
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時 間 別 出 場 件 数

月　別　出　場　件　数

289

264

230
223 226
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249
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224

214

237

293

275
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274
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214 215
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246 244
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１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月

件数 平成18年

平成17年
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計 日 月 火 水 木 金 土

火 災 2 1 1

自 然 災 害

水 難 6 2 1 1 1 1

交 通 259 43 33 29 28 34 50 42

労 働 災 害 34 2 4 4 11 1 8 4

運 動 競 技 20 10 1 4 1 1 3

一 般 負 傷 308 50 44 41 37 46 48 42

加 害 8 1 1 1 3 2

自 損 行 為 31 3 7 2 6 4 4 5

急 病 1,709 278 248 248 195 250 247 243

そ の 他 285 22 42 40 42 41 53 45

合 計 2,662 409 380 366 325 380 415 387

　　　　　 曜　日
 事故種別

曜　日　別　搬　送　人　員

○ 曜日別別搬送人員

　 曜日別搬送人員を比率で見ると，金曜日が一番多く15.6％，次いで日曜日15.4％，以下

 土曜日14.5％，月曜日14.3％，木曜日14.3％，火曜日13.7％，水曜日12.2％の順となっている。
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350

400

450

日曜日 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日

人

火 災

水 難

交 通

労働災害

運動競技

一般負傷

加 害

自損行為

急 病

その他

409

380
366
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380

415

387
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傷
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害
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行

為

急

　
　
病

そ

の

他

計

軽 症 163 13 5 131 4 7 553 22 898

中 等 症 1 2 79 9 14 128 2 10 804 163 1,212

重 症 1 17 12 1 41 1 6 256 89 424

死 亡 4 8 1 8 96 117

そ の 他 11 11

合 計 2 6 259 34 20 308 8 31 1,709 285 2,662

傷 病 程 度 別 搬 送 人 員

　事故種別

傷病程度
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400
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1,100

1,200
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軽 症 中等症 重 症 死 亡 その他

人

火 災

自然災害

水 難

交 通

労働災害

運動競技

一般負傷

加 害

自損行為

急 病

その他

898

1,212

424

117

11

○ 傷病程度別搬送人員

　 傷病者の傷病程度を見ると､

救急搬送人員２，６６２人のうち，中等症が一番多く １，２１２人 （ ４５．５％)

　　　　　　　　　　　　　　　　軽　症 ８９８人 （ ３３．７％)

　　　　　　　　　　　　　　　　重　症 ４２４人 （ １５．９％)

　　　　　　　　　　　　　　　　死　亡 １１７人 （ ４．４％)

　　　　　　　　　　　　　　　　その他 １１人 （ ０．４％)

　 の順になっている。
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合　　計 2 6 259 34 20 308 8 31 1,709 285 2,662

新 生 児
( 生 後 28 日 以 内 )

1 8 9
乳 幼 児
(生後29日～7歳未
満 )

1 7 19 55 8 90

少 年
(７歳～18歳未満)

18 13 19 33 3 86

成 人
(18歳～ 65歳未満)

2 171 31 7 81 5 21 545 96 959

老 人
(65 歳 以 上 )

2 3 63 3 189 3 10 1,075 170 1,518

年 齢 別 搬 送 人 員

　　　　 事故種別

 　年 齢 別
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1,400

1,600

新生児 乳幼児 少 年 成 人 老 人

人

火 災

水 難

交 通

労働災害

運動競技

一般負傷

加 害

自損行為

急 病

その他
9

90 86

959

1,518

○ 年齢別搬送人員

　 搬送人員２，６６２人のうち，

新生児(生後28日以内) 9 人(0.3％) 乳幼児(生後29日～7歳未満) 90 人(3.4％)

少　年(7歳～18歳未満) 86 人(3.2％) 成　人(18歳～65歳未満) 959 人(36.0％)

老　人(65歳以上) 1,518 人(57.0％)

をそれぞれ搬送した。
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事故種別

告
示
別

うち
管外

うち
管外

うち
管外

うち
管外

うち
管外

1 1 9 9 10 10

1,494 17 193 6 265 2 300 19 2,252 44

16 16 2 2 3 3 25 25 46 46

病　院 25 8 55 1 28 17 11 125 20

診療所

1,536 42 250 9 296 5 351 64 2,433 120

48 1 7 1 8 6 63 8

病　院 80 2 3 13 1 96 3

診療所 45 2 9 2 3 1 59 3

173 5 9 12 1 24 8 218 14

1 1 9 9 10 10

1,542 18 193 6 272 3 308 25 2,315 52

16 16 2 2 3 3 25 25 46 46

病　院 105 10 55 1 31 30 12 221 23

診療所 45 2 9 2 3 1 59 3

1,709 47 259 9 308 6 375 72 2,651 134

11 11

11 11

1,709 47 259 9 308 6 386 72 2,662 134

公　　　立

開設者別

急　　病

医 療 機 関 別 搬 送 人 員

（平成18年）

そ の 他 計交　　通 一般負傷

そ
の
他
の
医
療
機
関

国　　　立

公　　　立

公　　　的

私
　
的

公　　　的

私
　
的

救
急
告
示
医
療
機
関

計

国　　　立

計

計

国　　　立

公　　　立

公　　　的

私
　
的

合　　　　計

計

そ
の
他
の
場
所

接 骨 院 他

そ　 の　 他

計
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診 療 科 目 別 搬 送 人 員

合 計 2,662      

内 科 1,177      

外 科 256      

整 形 外 科 405      

脳 内 ・ 外 科 389      

産 婦 人 科 29      

小 児 科 69      

眼 科 5      

耳 鼻 咽 喉 科 18      

精 神 神 経 科 23      

皮 膚 泌 尿 器 科 47      

循 環 器 科 213      

そ の 他 の 場 所 11      

覚　　知　　別 出　場　件　数

合 計 2,957      

１ １ ９ 番 2,514      

警 察 電 話 37      

16 80 49 1,143 1,504 加 入 電 話 334      

202 21 105 1,255 2,164 駆 け 込 み 52      

78 43 59 1,070 1,795 そ の 他 20      

33 32 92 564 1,006

○　救急出場件数２，９５７件中，転院搬送は２８３件（９．６％)であった。

○　医療機関への搬送人員２，６６２人中，２，４５０件（９２．０％)は消防機関が病院選定

　　を行った。

転送回数別搬送人員

合 計 2,662

20      

転 送 回 数

そ の 他 の 科

搬 送 人 員

不 搬 送 理 由

０ 回

　 内
　 訳

 年

普通救命講習受講者状況

9

228

２ 回 以 上

335

傷 病 者 な し

581

高
　
　
校
　
　
生

死 亡

誤 報 ・ い た ず ら

婦
人
防
火
ク
ラ
ブ

そ の 他

１ 回

拒 否

酩 酊

285

545

平成
15年

防
火
管
理
者
協
会

危
険
物
安
全
協
会

消
　
　
防
　
　
団

平成
18年

平成
17年

平成
16年

覚 知 別 出 場 件 数

診療科目別搬送人員

8

不 搬 送 等 状 況

件 数

31

4

現 場 処 置

合 計

緊 急 性 な し

左
　
記
　
以
　
外

合
　
　
　
計

216

10

45

2,631

31
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防災センター

防災センター 「地震体験コーナー」
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　「気仙沼・本吉広域防災センター」は、消防本部・消防署との合築の施設

で国土庁と宮城県の補助を受け、平成６年４月１日にオープンしました。

　平常時は、地震・煙・消火等の体験学習や各種展示を通じて防災行動力・

防災知識等の向上を図ります。

　また、災害時には、災害対策活動の拠点として１市２町や関係機関等への

情報提供や連絡調整等を行う一方、一次避難場所等としても利用されます。

　　　　　　　消防本部・気仙沼消防署事務室・防災センター事務室

　　　　　　　災害対策作戦室・災害情報機器室

　　　　　　　視聴覚研修室・コミュニティー室

　　　　　　　図書室・資料室ほか

            センター案内室・展示ホール・一時避難集合場所

            車庫・消火体験室・コミュニティールーム

            救急救護室・食堂・仮眠室ほか

     開館時間／ＡＭ９:00～ＰＭ４:00

           その他、敷地内には、災害時に      休 館 日／月曜日・年末年始(12/28～1/7)

           備えたヘリポートや備蓄倉庫、

           訓練塔があります。

■センター概要
●敷地面積／5,225.02㎡  延べ床面積／2,981.4㎡
 （他に、備蓄倉庫／299.95㎡、訓練塔／299.75㎡）

  １Ｆ ＝展示ホールご利用のご案内＝

防 災 セ ン タ ー の 概 要

  ３Ｆ

 屋上

    多目的ホール

  ２Ｆ
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(平成18年度)(単位：人)

当 広 域 管 内 宮 城 県 内 宮 城 県 外 合 計

４ 月 451 0 0 451

５ 月 712 78 0 790

６ 月 342 216 127 685

７ 月 564 25 95 684

８ 月 128 35 14 177

９ 月 555 167 47 769

10 月 868 39 104 1,011

11 月 508 0 30 538

12 月 330 7 28 365

１ 月 239 0 0 239

２ 月 1,190 15 4 1,209

３ 月 367 28 66 461

合　 計 6,254 610 515 7,379

16年度計 6,525 781 565 7,871

前年度比較 △ 271 △ 171 △ 50 △ 492

開館以来累計 107,234 9,091 12,029 128,354

月 ・ 地 域 別 利 用 状 況
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人

宮城県外

宮城県内

当広域管内

451

790

685 684

177

769

1,011

538

365

239

1,209

461
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日 月 火 水 木 金 土 合　計

4　月 0 80 80 73 138 80 0 451

5　月 120 88 98 206 109 140 29 790

6　月 112 17 67 30 238 79 142 685

7　月 35 39 239 74 113 139 45 684

8　月 34 5 0 69 17 17 35 177

9　月 97 0 41 190 319 87 35 769

10 月 110 64 327 179 221 67 43 1,011

11 月 85 151 70 56 120 0 56 538

12 月 25 20 118 20 78 55 49 365

1　月 0 23 86 25 66 4 35 239

2　月 58 236 431 94 251 139 0 1,209

3　月 186 0 180 7 32 56 0 461

合 計 862 723 1,737 1,023 1,702 863 469 7,379

15年度計 689 660 1,421 1,437 1,168 1,904 592 7,871

前年度比較 173 63 316 △ 414 534 △ 1,041 △ 123 △ 492

開館以来累計 18,219 11,642 19,856 22,559 23,727 23,214 9,137 128,354

月 ・ 曜 日 別 利 用 状 況

（平成18年度）（単位：人） 
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（平成18年度）

人 数

124

134

166

438

399

2,338

3,148

592

40

7,379

（平成19年3月31日現在）

毛 布

布 団

ポ リ 容 器

非 常 食

応 急 処 置 セ ッ ト

担 架

防 災 ト イ レ

シ ー ト

タ オ ル

軍 手

メ ガ ホ ン

防 災 リ ヤ カ ー

災 害 ツ ー ル

※備蓄品については、年次計画により購入。

危険物安全協会・防火管理者協会

消 防 団

行 政 機 関

自 治 会 ・ 上 記 以 外 の 団 体

ワンタッチ(2)、折りたたみ(1)
救護車担架付(1)

サイレン付き

10,692食

6セット

   主　　　な　　　備　　　蓄　　　品

4台

1式

1基

45枚

200枚

6ダース

乾燥餅（6,660）、乾パン（4,032）

25組

100組

5個

大（10ｍ×10ｍ）15、中30

230枚

83

上 記 以 外

合 計

救 急 救 命 指 導 講 習

7台

備 考

261

11

33

104

7

品 名 数 量

   利　　用　　者　　別　　状　　況

4

4

団 体 数団 体 名 等

9

6

幼 年 消 防 ク ラ ブ

少 年 消 防 ク ラ ブ

婦 人 防 火 ク ラ ブ

ー　93　－
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